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九

円
り
主
請
が
思
じ
ピ
ノ
＼
な
く
な
り
、
川
γ
に
、
プ
ラ
f

ア
の
茶
～
手
中

売
却
し
、
第
五
λ
ご
G
b
J民
土
P

パ
竺
た
し
し
ム
ニ
j
ζ

し
と
い
る
。
乙

銀
行
は
、
こ
の
U
の
ワ
一
Y
チ
J

心
茶
室
移
鴨
川
f

一
mrし
に
い

J
Eソ

〉
て
い
ブ
円
山

中
ロ
ワ
」
ヱ
ム
υrア
什
の
限
は
、
法
的
に
判
能
か
ど
む
？
っ
に
つ
い
て
詳
し
ノ
〈

前
じ
ん
－
さ
い

ω
↓

C

ん
一
、
ア
〕
ぷ
行
ヘ
J

ゾ

タ

ン

コ

J
A
守
起
こ
す
訪
に
、
ド
は
、

J

に
も
プ
一
ブ
ダ
ι
の
英
字
古
川
お
U
V
1
1
4
の
所
有
地
に
丸
ご
と
柊

察
さ
れ
て
ゾ
ま
つ
に

P

／
一
銀
打
が
占
川
一
六
地
に
私
染
さ
れ
た
つ

ラ
ナ
J

つ
り
リ
余
プ
ヰ
t
r〕
日
中
の
敷
地
に
！
土

JJFボ
を
す
7

匂
～
出
、

ど
の
よ
う
な
法
的
構
成
ム
パ
d

必
要
一
な
る
か
に
〔
し
て
請
1
了
ぱ
き

月
一
〕

F
l
u
 

｛
手
ノ
川
急
ー
丈
｝
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一
王
物
投
手
、
げ
に
拘
｝

町
一
よ
広
口
八
弘
、
小
山
物
心
町
有
心
ロ
パ
ヘ
そ
の
一
内
川
に
折
、
寸
／
v

↑」託、

l
｝
り
川
有
に
馬
L
q

る
h
U｛

U
均
も
γ

こ
れ
に
附
店
さ

せ
ん
ど
き
は

e

之
の
附

E
F一
ド
一
人
物
，
を
わ
化
羽
ず

高等可it、F当，，f，＇＇〆

ハ
川
げ
〆
人
均
は
、
川
須
の
処
分
に
／
イ
ザ
つ

－
F
J
t
T
J
L
U
J
7
と

J
J
J
H
F

一山
J
N
J
p
f
究
jpuzvι
ノ山
IF

円
山
七
、
ノ
久
へ
抵
μ
」
廷
は
、
抗
当
地
乃
l
に
ん
刊
す
る
建
物
ム
ド
一
絵
空
、

に
の

H
的
に
あ
る
不
到
す
片
山
、
一
抵
当
小
到
と

こ
い
ス
ー
一
に
付
加
L
て

t
v
r
－
訟
で
一
ハ
る
物
に

火
ぶ
C

L

て
f

t

d走
行
為
一
に
別
没
三
疋
め
が
ホ
る

拐
さ
皮
ひ
市
内
百
四
条
の
況
定
に
J
り
比
国
栓
昔

日
交
務
刊
の
行
為
人
々
足
り
げ
す
ご
－
ー
で
き
る
域
れ

ほ
、
こ
の
限
り
で
か
い
亡

一
情
性
の
衣
夜
色
｝

同
ハ
ハ
／
沢
一
J
V

』
九
次
世
は
、
設
h
泌ト
j

一
－
が
で
き
る
υ

た
ど
し
、

え
の
汁
笠

Jγ
」
れ
を
一
バ
き
な
い
〆
一
き
沈
、
こ
の
肌

rF汗
な

w

へ
グ
古
一
羽
の
対
必
は
当
事
者
｛
引
一
ぺ
は
汁
口
意
思

J

ピム九F

小
し
九
一
場
ム
山
崎
一
同
、
庁
地
河
川
し
な
い
c

一三
L
、
ふ

心
意
思
十
九
小
は
、
古
口
百
の
町
長
に
対
抗
す
る
こ

と
ベ
が
で
、
さ
な
い
）

一
桁
名
間
帯
心
謀
長
の
し
に
抗
告
咋
）

ヤ1正 d斗 l主う！；；J試除問in

凶
六
七
条
①
指
乞

J

情
悼
の
一
品
古
川
ば
、
京
比
八
ル
約
一
夜
い
v白
山
凶

記
士
L
、
文
は
頂
務
長
が
マ
比
一
請
を
し
な
け
れ
ば
、

r務
布
一
の
似
の
第
一
主
に
対
抗

2
G
Z三
七

、
プ
な
い
じ

3
－
削
羽
お
ず
4
～1
4
d
H
「
八
神
間
は
、
住
定
日
付
の
あ
ゐ

J

川
古
に
よ
っ
て
μ

な
け
れ
ば
、
法
政
問
首
以
外
心
治

一
一
革
、
品
川
河
一

3
Qこ
こ
が
で
、
古
川
小
い＝

ぬ
い
弘
教
授

＝
凶
賢
次
設
皮

林
山
川
円
以
教
持

h
中
山
一
教
授

悩
井
康
f
A
同
設
皮

官

v
広
理
論

レ
ボ

l
式
的
杭
｛
八
f
i

－－一
f
＼雫
J

程
M
吋二

課

担

日
ι
心
力
晶
r
に
つ
い
て
与
ス
る

↓
出
店
の
町
山
子
山
る
の
は
紛
宝
前
日
ど
と
る
y

こ
う
る
有
力
な
見
解

カ
ー
の
り
ぷ
J
J
J

出
方
、
投
チ
結
舟
一
誠
訟
を
強
刈
す
念
理
解
ろ
あ
り
ま

す
［
、
権
利
表
現
い
よ
按
能
J
L
m刈
ず
る
見
が
も
あ
り
ま

fJじ
さ

ら
に
、
公
止
人
三
平
仕
活
保
漣
乞
坑
請
す
一
〈

J

見
町
も
あ
h
り
ま
す
」
心
点
、

泊
切
と
紛
苧
併
決
ち
の
ょ
う
け
ヤ
ボ
十
、
羽
一
一
う
る
か
し
r

い
ろ
ん
制
点
か
三
円

必
J
z
L
4
決
に

4
る
紛
争
炉
ム
は
だ
け
が
望
↓
c
し
い

mr川
仙
の
あ
り
つ
乙

ぃ
、
つ
こ
と
に
日
な
わ
ま
羽
山
「

H
！
日
お
に
見
て
4
川
、
ま
た
、
は
校
五
↓
市

れ
さ
れ
丈
い
る
裁
判
外
粉
争
同
J

川口
t

つ
い
て
の
一
尚
武
士
u
p
f
j
k
法

に
よ
b
住
い
漬
け
士
山
叫
押
し
中
間
断
次
が
ら
り
得
る
こ
と
じ
惟
力
、
↓
U

C

仙此
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方
、
？
川
辺
ば
法
的
三
段
一
一
一

I
、
の
一
ー
さ
な
同
居
い
の
作
諭
様
八
を
も
己
、

形
式
的
ル
ル
に
1

d

J

て
伏
乏
を
行
ト
っ
と
し
ょ
J

楼
拾
わ
正
い
て
て
し
ま

一
之
さ
、
三
九
、
心
λ
L
ハ
仏
、
ヱ
院
す
証
心
地
ど
F
h
ト
付
す
る
と
い

1
T続十円

陪
按
能
ば
、
法
的
手
絞
が
直
徹
さ
れ
る
こ
乙
？
と
d

二
叫
能
に
そ

j

F

、J

ヱ
ヲ
一
阿
川
に
L
て、

4
訟
の
原
代
に
あ
る
の
は
紛
争
一
併
決
な
の

で
て
ヲ
う
か
れ
そ
れ
L

も、

ν
1
凡
ピ
賞
品
川
J
l
h
r
I

り
、
ば
－
上
川
か
千
耕
一

川
叩
障
が
い
ス
片
山
L
～り
J
y
る
こ
〈
戸
よ
い
J
4

一
叉
な
一
り
で
し
ょ
う
か
f

こ

の
よ
守
主
叫
川
市
也
に
つ
い
て
、
い
に
苧
庁
る
一
ア
マ
わ
い
す
札
う
を
茂

ん
E
も
一
川
じ
な
「
い

J

｛
出
冶

Uよ
れ
一
↑

J
｝

一
、
公
一
な
及
判
手
記
刊
が
川
市
住
一
γ
止
に
き
た
社
史
的
札
口
支
え
五
百
三
え

て
、
ロ
リ
山
ば
紛
GJ
併
此
中
山
仏
の
員
紙
と
の
い

r
h心
役
割
に
亘
雪

i
t

白
山
く
べ
き
か
に
一

j

い
P
J
肘
し
な
さ
い

一
、
法
的
川
U
A
T
d
独
門
刀
弘
前
株
ん
で
刊
断
了
綜
を
山
川
町
ま
に
え
て
、

i
山の

賞
慌
L

一
紛
人
子
町
民
レ
仁
む
山
7
1と
ζ

c

r
で一

J

に
以
二
｛
、
ぜ
く
べ
き
か

vq
一山ド
v
h
o
d

－、い

二
、
け

U
M－
…
〆
一
民
判
外
川
刺
子
群
伐
の
μ
村
会
的
議
能
の
直
い
ι
ど
陀
三

パ
ヘ
斗
誌
と
鼠
1
－
外
紛
れ
品
解
決
会
「
伐
の
出
V

んパ一乙
FJ

フ
ス
に

国
；
て
い
く
ヘ
き
か
に
つ
、

t
玲
マ
〕
な
さ
い

V
公
法
3

大川
J
J

二
同
小
川
、
っ
ち
間
を
ど
払
L
t解
科
せ
よ
い

第
l
問）

M

地
、
訓
鼎
？
と
必
ず
る
J
い
佳
一
戸
川
相
二

午
土
門
悼
？
同
ヘ
ハ
ιtJJ

条
に
J

れ
は
、
一
算
出
［
寸
）
の
い
古
川
門
戸
は
、
埋
銭
安

J

）
の
求

め
を
コ
λ
じ
た
こ
舎
U
、
直
当
F
J
E
川円以
Jな
け
れ
ば
こ
れ
か
二
ね
ん
で
は

な
っ
と
い
し
r

定
め
、
川
一
条
は
〕
れ
に
毛
皮
J

L

）
首
に
つ

ρ
T

罰
則
を
I

疋
め
て
い
る
ο

こ
こ
？
っ
て
、
司
ニ
久
へ
i

午
i

子
モ
、
一
一
庁
ん
省
点
1

点
下
町
六
諜
ド
μ
N
m
m
一寸

佃
一
川
〕
バ
ナ
に

1

刊に
4
4
？
？
川
つ
問
パ
敦
口
一
心
服
、
以
夜
、
を
取
扱
ヲ
て
い
L

［い

渇
九
三
九
九
り
日
投
宗
派
の
一
川
一
致
的
出
1
t
J乞
、
著
し
く
喜
一
円
－
O
F
ど
れ

あ
る
場
ペ
ロ
に
は
主
当
な
庄
竹
人
刀
あ
る
〈
し
て
拒
ん
で
ろ
J
ハ
丸
え

な
い
」
こ
す
る
涌
一
遣
を
保
し
て
い
た
川
、
間
引
一

4
伝
に
迫
追
っ

改
川
町
、
ん
r
没
は
、
依
収
者
か
怯
む
）
京
社
パ
山
え
悼
の
じ
日
認
で
え
る
こ
こ

の
え
を
坦
市
と
し
マ
L

〕
の
ド
め
ど
相
じ
こ
と
は
一
正
当
日
市
ペ
ハ
一
に

ぷ
る
も
の
／
は
よ
て
い
認
め
ゐ
つ
れ
な
い
」
〆
す
る
内
詳
の
迫
追
っ

都
ン
】
一
府
“
が
に
対
、
二
八
代
三
、
い
る
〕

さ
て
、
品
川
4
5

乞
経
u
E
r
る
＋
ぃ
院
～
又
一
は
、
日
投
慣
山
川
川
「
の
以

U
M
一
二
込
反
す
る
造
法
口
述
述
に
九
三

J

て
、
阜
ハ
数
徒
の
止
を
お
人
志
が

刊
町
内
を
？
も
っ
て
強
制
さ
れ
吊
地
日
ム
伺
掩
う
が
乍
門
さ
れ
、
本
件
オ
パ
三

役
、
キ
－
部
祁
心
三
三
埠
4
Jヶ～的行、

οれ
て
い
る
と
し
一
＼
訴
訟
を
u
k

lV1ν

こ
し

こ
り
助
人
口
、
通
与
一
」
れ
汀
山
ゲ
ョ
ロ
取
、
け
詐
訟
は
訴
え
の
明
叫
が
伝
活

し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
主
に
沼
庄
は
点
消
訴
訟
の
し
U
泉
山
な
ら
な

い
こ
す
る
け
同
品
哉
の
判
例
つ
収
刊
民
一
叫
川
乱
司
川

H
尺
集

二
一
長
一
主
二
川
ヒ
ヌ
）
ー
も
あ
令
乃
て
、
白
♂
イ
目
前
、
！
れ
て
す
昨
日
に
1八

り

h
r

エ
の
現
今
、
設
止
行
叶
州
事
叶
訴
訟
件
い
の
一
久
人
の
民
じ
り
の
一
出
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一主
J
ヂ
ワ
ペ
き
川
、
同
同
条
の
ろ
一
法
「
の
法
」

T

聞
係
に
附
す
る
位
認

訴
訟
で
宇
一
つ
べ
き
か
、

J

れ
ー
も
、
埋
葬
や
が
T

引
い
す
る
こ
こ
に
一
戸

》
国
経
什
J
U
許
刊
の
車
内
円
処
分
を
伴
J

て
争
♂
つ
ヘ
さ
れ
は
4
－3
て
、
る
ー

と
心
Lt

ワ
な
訴
訟
形
人
で
、
日
っ
と
の
よ
一
ノ
な
清
求
を
叔
一
也
、
し
一
と
一
ナ

7
刀
力
一
れ
失
点
、
改

ι行
政
ー
一
件
一
存
一
配
k
y
J
前
提
に
号
起
し
て
で
ひ
け

土
ご
E
Eで
な
い
と
す
7

匂
場
弘
、
？
一
一
の
皿
山
は
と
刀
よ
ト
立
も
の
か

こ
つ
い
て
も
述
べ
て
み
よ

～生向

2
同一一

信
脱
会

t
Aは
、
ド
山
挑
ん
1

一
つ
刀
、
山
中
や
み
れ
さ
也
辺
物
業

υ
の
句
作
十
以
門
J

1

1

μ

成

4
年
一
一
〉
月
に
で
わ
＋
Lrι
？
を
〆
ん
け
ん
に

f

J

7

E

三
人
P
M
的
吋
官
苦
じ
り
は
、
手
伝
J
f
仏
ペ
て
他
人
目
物
件
ロ
」

円
己
心
拍
ド
h

w

f

一
し
て
売
却
す
る
手
付
け
出
民
刀
式
亡
台
宗
む
し
て
い

4

が、

M
d
叫
、
宅
地
区
物
で
い
造
反

i
T士
ー
州
宇
謂
追

Y
1免
詐
土

判
h

J

行
ゎ
h
ヘ
心
は
そ
の
砧
ノ
イ
J

精
子
刻
河
中
で
お
門
主
屯
辺
物
業

法
五
条
一
度
↓
」
門
ケ
一

r
x治
虫
丹
に
叶
UWJlJ
、
し
か
J
4

多
借
り
債
務
全

治
か
え
、
4
l

成
十
日
士
明
か
一

J

ば
司
法
の
k
三
川
に
追
ふ
れ
て
み
I

有
苦

へ
心
代
止
の
よ
ヌ
払
い
が
で
き
す
同
加
害
物
件
の
川
イ
ロ
権
を
移
化
ず

る
一
了
こ
ぷ
ぷ
可
能
な
状
況
f
応、
J
P
J
ι
Jも
か
か
わ
ム
ず
、
了
成
六

L
十九
ω

日
X
に
不
動
記
入
古
売
却
？
）
、
手
付
主
主
1
び
中
間
人
阜
、
吉
胞
に
流

町
山
し
に
ア
め
、

X
は
木
川
土
地
古
物
一
日
v
一
明
石
い
れ
件
守
山
机
伺
に
す
る
こ
お

で
き

γ、
八
〈
ゾ
〈
ぷ
h
心
掛
吾
古
一
戸
内
に
〈

伯
方
、
こ
の
以
心
久
行
や
M
L
日
々
肢
と
の
聞
係
ば
市
へ
の
よ
う
な
も

り
て
あ
こ
ー
七
連
宗
青
に

L1i
る
恥
骨
一
見
合
一
り
桂
川
限
士
台
、
る
日

高等可it、F当，，f，＇＇〆ヤ1正 d斗 l主う！；；J試除問in

事
止
、
え
の
半
九
行
ち
と
出
世
半
「
職
i

口
、
ヶ
川
辺
さ
せ

J

い
に
J

川、

A
Hわ
い
わ
取

引
に
w
J
寸
L
M
川
ハ
ー
の
山

L
H
以
、
ド
ハ
山
刊
免
許
A
U
吏
析
さ
れ
る

mt削
に

代
h
I
U

邦
に
っ
た
計
段
悦
一
I

合
一
向
（
ヌ
汁
～
と
J
4

る
購
入
首
か
っ
さ
れ

お
も
の
ぷ
い
貯
初
立
、
出
世
半
「
職
i

口
が
双
：
力
日
ら
山
川
信
時
限
L
て
こ
れ
J

川

叫
六
「
：
～
υ

ま
た
ふ
十
件
侃
寸
一
一
亭
祈
降
、
－
叶
係
の
LIun出
山
間
に
つ
iv
て

も
つ
政
指
革
J
E
h
一J
t
w
川
白
川
一
で
民
戸
別
J
し
あ
勺
た
ハ
り
て
戸
一
で
旧
日
以
一

J

職

員
ば
ニ
う
上
作
一
事
前
ι

～
川
込
－
3
7
2
M
Y
、
成
六
年
行
川
に

A
判

に
は
す
る

i
人
怜
古
人
伝
一
行
い
、
折
規
契
札
の
締
結
力
ご
と
を
ほ
一
小
L

ぐ
し
か
！
、
そ
の
没
J
3取
げ
つ
め
く
ハ
一
二
日
笠
1
7ど
そ
な
け
に
v
r
p
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一
同
w
慨
に
け
M
柔
県
リ
お
務

の
み
を
「
汽
い
、
台
芸
出
÷
均
一
議
J
f
h
u
h
－
」
」
は
な
、
な
エ

凶
代
埋
苅
L
r

委
託
ぷ
へ

4
人
）
と
の
別
立
沃
律
関
係
は
代
理
問
布

約
心
定
止
に
三
v
k

公
示
る
が
、
郊
v
引
戸
川
一
忠
商
で
止
の
札
ば

ycc
ぺ一

巡
坤
契
約
れ
持
貨
は
ず
£
ι
i
で
あ
り
、

ω叶
介
尺
庄
司
で
あ
れ
ば
C
心

性
演
は
準
金
任
で
あ
F
Q〕

5

べ
述

R
v
哲
人
同
人
と
の
間
心
九
万
↓
両
知
人
引
は
、
恒
人
州
人
目

死
【
」
す
る
こ
と
に
よ

J
t当
扶
に
、
消
滅
寸
る
こ
L

に
な
匂

f
校
法
へ
A
は
パ
J
U
H
竺
1
h
d
一
副
仰
し
一

J

ー
の
湾
、
同
3
J

小
使
引

な
辿
乞
〆
に
え
、
一
川
、
ム
河
川
川
削
D
1
油
を
広
人
J
l
Q
必
要
が
ホ
る
こ
〆
一

日
、
ン
、
宅
地
叩
一
物
収
引
長
背
で
あ
る
X
株
式
会
じ
に
い
、
判
辺
心
ー
か
一

の
持
↓
人
心
斡
」
rvL乞
依
航
し
た
c

X
ム
六
十
ぷ
、

A
か
ら
の
伏
広
戸
、
荒
つ

を
し
、
司
辺
の
ー
ホ
品
川
右
r
O
」
の
間
で
ー
池
小

it百
山
町
八
約
行
幹
民
を
行

い
中
品
目
74｝
そ
て
持
に
ん
ο
L
h
v
し、人内同」

Tny「h
J
Y
川
て
陥
山
市
り
『
凶
一
ー
、
↓
j

洪
山
げ
の
駄
菜
エ
ー
丈
］
W
7
F
J
知
VTゲ
一
宮
七

γ
百
店
は
、
十
地
心
山
ん

却
J

デ
拒
イ
」
7

川町ドー～
l

w

i

州
住
は
、
芯
士
円
相
日
、
札
が
一
二
三
年
幻

前
？
っ
、
こ
心
地

v
L
E一
山
市
予
宗
一
〆
台
み
、
小
ヂ
枚
々
十
供
f
I
わ
記

トド
g
M怖
さ
も
あ
号
、
才
夫
婦
に
と

J
J

て
は
、
地
？
4

小v
h
d
川ぷ
J

十
乙
心
、
の

れ
あ
い
が
件
l

ぎ
パ
t
斐
で
も
あ
っ
て
い
文
会
祉
は
、
川
内
ム
司
会
会
、
、

日
目
び
B
日
了
ご
め
る
ド
河
ち
ん
ゲ
一
列
川
し
て
、

γ
商
店
の
同
組
地
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t、
F
J
fん
却
中
粘
り
強
く
交
事
1
、
可
と
か
、

A
ニ
心
問
に
円
い
て
上
比
一

心
冗
買
い
日
仏
判
。
成
止
に
と
ぎ
言
げ
る
一
ど
｝
と
な
r

J

F

I

こ小川
1

山崎台、

五
ム
バ
事
口
、

Y
尚
止
に
刈
J
f
、
十
湘
一
り
と
叫
只
ハ
コ
約
一
も
γ
L
A
q
f
L

さ
J

L

～二

と
に
対
し
て
、
日
出
一
の
諒
州
を
品
ボ
F
L
Q
H
L

ニぺ
j
r
L
u
f
o
h
J

九
株
式
余
汁
は
、
口
三
ノ
時
ど
の
他
ス
ポ

f

ノ
拾
誌
の
川
浩
一
行
革
J
P

菜
と
す
る
人
目
社
で
お
り
、
ー
山
内
米
山

37J
ヘ
リ
l
hソ
ラ
ブ
L

と
い
1

0
h
林
の
百
花
ヘ
γμ

会い
hjh
制
の
コ
ル
つ
ク
ラ
プ
ぷ
r

一
本
件
ク
ラ
一

｝
γつ
が
説
什
コ
わ
一
、
い
る
ブ
ノ
ウ
均
一
以
kr
一
古
件
、
寸
ル
ワ

川市ω
」
乙
い
つ
…

k
n
f
h
vけ
し
て
い

τ

X
は、
4
l

成
五
ノ
リ
ヘ
守
一
ヘ

H
、
A
株
式
会
引
に
L
十
、
二
一
J

（
ハ
リ
円
f
出
品
〕
｝
判
品
、
二
日
川
市
託
へ
4
J
f

「
宇
件
以
託
八
ム

L

つ
じ
）
、
ぶ
hw

ク
プ
ァ
の
止
ム
百
円
の
育
係
な
取
得
し
一

J

百
株
式
会
辻
は
、
υ
M
Q
叫
日

U
、
A
4叩
ト
パ
会
社
h

－
A
A

件
ゴ
l
v
y

場
心
青
菜
、
ip
」
融
リ
立
円
、
叩
ご
れ
以
降
、
ミ

A

株
h

パ人人一い
r
l
h
川
荷

〕
勺
は
司
い
て
か
ふ
い
も
む
い
り
、
ヰ
件
メ
ノ
ラ
ァ
の
宇
和
を
肝
い
て
本
斗

ィ
ル
ヌ
鳩
の
r
恒
常
乞
し
と
い
る

d
z外
r九
九
品
引
が
l
記
い
え
主
乞
謀
、
り

ミ
け
る

P

ほ
し
A
扶
八
二
れ
わ
十
平
洋
ク
一
ァ
ゾ
の
会
員
に
対
じ
て
hu相

〕
に
し
る

m
d金
返
還
憤
訟
を
引
ヌ
げ
る
U

日
の
収
い
J

決
め
は
な
さ
れ

て
い
な
う
〉
ん

X
日
、
Y
料
入
ヘ
二
什
二
し
む
し
木
正
1

預
託
ー
の
支
払
い
を
求
め
、

訴
XJP乙
長
十
U
L
P」

V
A

心
持
νJ
は
u
d
L
ら
れ
勺
如

次
の
設
問
に
つ
し
て
、
百
円
し
に
品
川
げ
え
な
さ
ト
レ

J
J
m）
守

l
攻

住

i
r
N
一ーハ

μ
深
従
、
六
阪
川
川
山
背
中
市
内
心
町
却

設
住
セ
～
階
辺
、
vL
一
階
部
一
rff
ご
拘
人
苓
in
ご
サ
並
行
ザ
』
陪
訂
川

八
り
に
は
現
弘
山
小
山
経
Z
Y什心
μ
h
R

が
あ
る
｝
さ
引
い
ん
が
従
J

十】
J

、
定

初
が
全
焼
一
～
o
u
d
川
町
に
よ
る
校
訓
川
V

結
束
、
出
火
場
川
ば
喫
茶
ml

門
り
町
一
日
付
近
と
そ
の
具
i

p
コι
る
常
国
心
人
口
「
ν
r
h
v
床
7
W
心
り
で
あ

官
マ
」
民
事
訴
訟
法
2

池
同
民
主
教
Mrt

l
い
刊

η美
教
校

藤
本
利
一
助
敦
段

平
日
時

J

か
詑
／
阜
、
ぶ
ト
の
件
問
ハ
ず
ヘ
ァ
、
～
吟

別紙山ヘ川区

1
、ツ一

文
ば
、

高等可it、F当，，f，＇＇〆

Y
に山刈
1

）
、
本
作
活
功
に
つ
い
て
、
川
店
内
君
枠
心
砕
認

ゲ

U
J
H
1
5促
移
転
作
一
一
三
千
恥
、
及
び
小
川
町
注
し
を

h

一
川
九
ま
二
、
宮
本

件
ふ
池
賃
借
権
力
株
主
令
ボ
吟
こ
対

h
J
Z
tド
」
し
た

と
た
の
正
ボ
十
」
孔
提
乙
し
て

e

門
別
紙
長
科
i
｝

Z
L
ム
バ
ウ
内
、
主
事

者
広
！
J

の
ll

工↓円山士山山道】
J

な
F
Lぃ

E

Y
八が
Y
に
対
し
て
枕
民
正
f

訴
訟
川
第
苦
て
は
、

X
の
存
請
求

か
す
一
＼
て
認
容
ミ
れ
に
つ
そ
の
り
ん
め

Y
ほ
拝
訴
L
一J
U

［
い
れ
訴
議

1

法
一
は
、
｛
別
松
山
食
料
、
ム
小
一
日
一
お
り
て
応
ξ
J
ー
の
域
人
μ
に
苓
メ

九
一
れ
る
一
正
訟
法
一
心
問
担
J
4
1
b
f
M
m
山
二
主
立
」
山
山
九
七
心
中
で

d
も

J

と
も
4

亙
む
と
川
品
1

わ
れ
る
今
」
戸
、
に
ハ
て
ム
市
じ
か
立
ご
い

V
剤

事

訴

訟

法

大

一

八

戸

川

川

凶

心

救

援
松
出
比
川
助
教
山
花

T 
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ヲ
一
」
さ
h
h
u
L
V
し
、
い
す
れ
の
場
一
明
！
？
刀
ス
コ
ン
ロ
ぱ
ど
出
掛

火
が
一
町
子
認
す
か
ハ
で
は
、
憎
い
こ
ー
、
ハ
ベ
市
前
に
州
、
会
山
の
粁

J阜
h

日明、

あ
合
‘
え
が
｝
記
述
初
日
外
陪
山
口
か
っ
山
川
て
く
る
と
こ
ヌ
J
L
Y
一
火
山
火
の
油

川
出
品
わ
で
あ
る
隣
家
、
w
R
二
七
叫
記
さ
れ
て
い
？
」
ニ
、
乞
の
淫
A
J
の
京

院
が
旅
什
に
川
カ
什
て
い
る
こ
、
台
町

J

て
、
Lア
日
が
ゾ
子
へ
は

お
出
mM
片
山
下
〆
ね
な
わ
つ
に
し
で
山
か
〉
」
エ
ケ
f
？
け
ん
℃
／
一
こ
ろ
、

A
が
そ
孔
に
笹
え
ず
こ
州
去
、
九
去
る
な
ど
沢
詳
な
、
＋
到
が
あ
（

一
一
乙
、
泊
火
f

店
長
刊
日
行
わ
れ

J

い
る
け
取
出
に
、
日
が
A
れ
接
担
岩

手
三
七
一
布
門
店
出
け
、
火
災
の
安
川
l

古
川
ら
止
よ
r

ノ
ニ
し
と
が
、
抜
山
川

＝ν4v
前
引
っ
ぼ
や
か
、
J

f

－
ベ
災
の
翌

H
の
タ
y
t
弘
行
巾
一
J
J対
》
一
に
A

心
不
川
氏
へ
M

庄
絡
を
取
る
ま
で

A
日
オ
ル
μ

刀
不
明
て
あ
っ
と
こ
と
、
J

川、

氏品川料以
I
1
－h
j

つ
一
）
か
り
4
叩
ニ
記
建
物
ご

νけ
つ
れ
て
い
た
火
災
保

険
公
↓
ヘ
ノ
ハ
ノ
ハ
ノ
刀
円
の
請
求
uf一レ
t
い
る
一
戸
叩
ど
ん
u
q
A
に一。

る
股
火
で
は
は
い
店
、
と
の
以
一
－

υ
リ
九
、
明
声
祭
も
放
火
山
尚
疑
で

A
人
ゲ
一
取
一
両
ぺ
る
こ
と
に
し
ャ
一

↓
μ
刀
二
川

H
午
i

前
I

ヘ同、

A

一
、
の
水
抗
山
竹
J

「戸川
LF
三、い
7
J
て
い
た

γ

ノ

1

』一
f

一
同
れ
）
枇
察
〔
C
ば
「
「
～
1

ヘ
叫
汽
心
戸
」
〆
一
て
闘
さ
に
い

ニ
こ
引
d

あ
勺
、
〆
」
ふ
刊

L
n一L
ノ
l

、
A
に
同
行
心
γ

山山
r

山h

「パ斗，江丹山江
U
日
処
叫
b
寸
L

コ
t
し
U
z

ホい（
υ
に
町
ハ
4
L
J、／、れ

L

い
い
、
同
h
4乞
刷
つ
戸
一
l

ζ

1

に
い
〉
仁
は
一
あ
な
人
に
ば
於
火
の
時

授
が
忘
る
－
し
刊
行
L
、ゆ

J

し
れ
ば
辺
布
状
古
持
っ
て
く
る
こ
こ
に
な
る

が
r

J

れ
で
も
い
い
心
か
犯
人
で
な
け
れ
ば
堂
祭
て

HJJ問
、
さ
を
ν

じ
ら
い
い
ぷ
ろ
よ
C

な
ζ

ζ

二
f
L

分
は
ζ

ぷ
均
マ
ケ
一
促
汁
、
I
h
J
町
は

H
八
七
的
に
は
外
出
し
一

2
1〕

L
qい
A
の
院
を
と
三
占

R
J車
而
、

夫
甫
さ
礼
、
安
察
官
に
川
行
二
1

U
は
、
入
小
vmm荒
へ
わ
一
川
一
日
J

立
九
時
ト
山
一
間
的
、
）
、
ん
一
中
吾
氏
と
グ
主
川
町
間
を
挟
ん
で
午
後
J』

μ
出
c
A
L
W
和
紘
L
に
ο

半「初
A

へ
は
故
J

へ
の
一
明
災
を
γ

内
定
L

火
火
山
持

連
絡
う
れ
れ
な
い
伏
践
に
あ

J
K
」
こ
に
つ
い
て
へ
士
山
人
に
巡
九
山

が
か
か
吋
令
か
ら
け
え
な
い
と
述
ぺ
一
、
ぃ
～
が
、
仁
川
下
、
一
の
ま
ま

河
も
泣
い
～
か
払
仁
一
J

る
と
、
へ
r夜
泣
二
日
二
よ
れ
ハ
に
も
ら
よ
ν

乙

な
d
J
一
け
な
ら
年
立
で
収
事
へ
が
で
き
る

ν
だ
υ

一
乙
川

L

川
け
ご
一
こ
っ
、
ハ
l
没
九
時
過
き

P

な
ハ
一
二
人
は
概
要

f
p

引
の
一
よ
～
「
な

］
山
を
1

1
喫
ふ
小
「
心
経
M
H
は
だ
は
う
主
／

V

J

℃
一
山
っ
す
、
火
災
保
険
主

火
災
決
更
拾
に
な
っ
に
円
七
一
救
民
中
売
る
こ
〉
て
止
併
を
建
て
む

お
？
一
仁
う
乙
い
一
1
J
ト
尽
に
な
い
＼

V
A
民
カ
山
ア
j
に
な
っ
た
ホ
件
当
H
、）一

hv
閉
め
～
ほ
白
手
に
一

H
「
山
っ
三
円
川
旬
開
に
一
は
7
A
J

布
を
少
－
一
言

刃
ス
叶
の
い
穴
具
、
火
古
つ
汀
た
ι

ぞ
り
後
一
給
部
一
γ
J
M
U
M
や
m
r
M
区

で
ー
デ
ー
一
y
b
h
一
少
」
の
℃
円
山
手

i

同
心
オ
訪
日
＋
戸
一
け
ら
れ
な
い
こ
現

川
町
菜
、
肘
の
方
片
山
貝
ぺ
て
川
古
川
山
門
の
快
気
読
の
て
部
一
分
の
町
一
司
～
掛
け

て
あ
〉
戸
）
布
巾
に
川
じ
ノ
点
火
口
で
ぺ
わ
し
つ
け
一
へ
べ
は

rj＼
に
治

で
一
行
れ
て
い
た
巾
鉱
に
一
丸
に
仇
↑
八
げ
い
が
）
三
日
、
逃
げ
よ
う
と

（
＋
～
が
、
携
荷
電
話
を
」
心
れ
に
「
コ
一
以
つ
い
た
り
で
、
陪
～
取

に
い
仇
勺
一
日
れ
に
缶
、

ι
F
J
は
ほ
に
竜
一
日
山
シ
パ
ユ
ば
っ
て
山
一
宅
古
山
仇

う
1

j

～
時
で
あ
る
）
三
心
従
？
は
、
火
丸
心
ご
し
は
わ
司

γ九

か
つ
に
ニ
に
士
v
h
A
J
め
、
以
前
日
υ

、
ン
ネ
ヌ
ホ
ヤ
ル
の
w
山
開
、
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ど
っ
乙
い
お
」

一
一
心
山
円
安
一
汗
一
＼
、
（

U
A
に
い
円
二
崎
山
一
辺
造
物
収
に
の
抑
疑

で
泣
い
叩
状
芸
品
求
？
〕
、
日

1
依
一
一
昨
ハ
一
分
、
ヨ
持
針
を
扶
久

し
丈
一
人
ば
一
く
の
佼
（
ノ
同
勾
♂
内
向
さ
れ
一
九
崎
、
八
月
一
h
口
、
校

火
に
つ
い
て
の
勾
留
延
長
日
出
荷
「
｝
河
川
に
起
訴
さ
れ
、
司
叫
に

詐
欺
未
遂
の
休
疑
－

I
一
つ
に
直
捕
さ
れ
六
月
七
1
H
I
μ

欺
宋
逐

こ
つ
い
て
勾
腎
さ
れ
九
一
一
こ
の
出
ト
記
へ
い

μ
円
は
民
し
て
紐
持
き

？
れ
て
い
エ
コ
」
心
勾
山
川
決
J

亡
の
佼
A
の
字
、
つ
依
京
に
よ
い
り
弁
直
人

口
在
任
き
れ
に
存
芯
十
日
叩

A
山
政
は
L
た
日
一
こ
ベ

A
は
凶
七
一

ζι
ま
っ
す
て
、
示
、
、

J

、
ッ
こ
壬

ν
七
円
山
己
ど
l

ぷ
L

》
三
九
μ

d
p
I
t
レ

L
－

1

1

1

1

i

J

1

i

J

l

l

、

日

J

l

J

i

t

J

L

i

も
よ
い
な
、
＼
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泊
。
押
印

L
P
。

ー
は
、
え
の
凶
A
I
J
y
t
い
刻
的
特
に
よ
る
r
h
羽
山
初
出
消
iι
同行ず

に
い
骨
一
京
窃
ん
町
民
4

レ
京
の
所
持
お
よ
び
己
淀
羽
小
w
mー
に
よ
り

いが
J
T
J
J

れ
f
一（一正一

v
剤
ー
一
以
何
用
に
河
可
る
公
訴
事
叩
へ
の
氾

杭
は
、
一
従
山
人
以
、
法
定
の
除
外
事
け
い
が
な
い
心
に
、
干
投

1

－h
N
H下
旬
こ
ち
ず
門
川
’
己

l
f

ド
ロ
九
百
円
こ
ろ
二

km
問、
f

人
以
川
ヰ

市
山
正
は
そ
の
剥
辺
に
お
い
て
昆
什
一
い
剤
で
凶
ru
フ
J

三
ル
ペ
ザ

パ
／

1
J
／
ワ
ノ
ノ
心
主
沼
わ
い
け
止
を
巨
己
心
身
体
に
民
組
L
、

も
っ
て
、
」
凡
l
い
市
を
品
川
用
v

た
も
の
と
あ
↑
ωυ
一
と
い
う
？
も
の
で

あ
ア
た
三
公
判
廷
に
お
い
こ
、

X
は、
J

叫
ん
ぜ
｝
剤
の
川
侍
に
づ
い

て
は
こ
れ
ど
こ
一
功
。
陀
た
が
、
＋
い
い
じ
崎
北
河
ι
7
L
て
日
献
拡
L
、
い
い
勃
斗
十

的
盗
に
｛
ノ
い
て
は
常
一
川
記
1
怯
中
川
待
行
以
ケ
／
て
れ
」
認

L
1
1
は
、
日
出

人
、
－
し
て
八
九
円
廷
に
付
也
九
三
札
た
が
、
V

人
ム
ゲ
｝
訪
に
よ
う
／
お
ど
し
、
い

す
れ
の
両
市
に
M
L
F
L
J
F
O
J
と
ろ
も
こ
ろ
心
一
肝
科
し
か
て
も
〈
な
か
っ

7
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一山

X
日，
E
トド一い剖川ほいれ
h
D

】d
w
／一

μ」
使
用
の
中
だ
に
閉
す
る
公
判
込

に
L
h
山1
行ァハヱ
υ
一点ト羽山口一功。
H
U
に
再
会
J

て
、
相
戸
に
さ
れ
よ
ノ
／
V
J

）リロ況パ仙

L
l
o

同
記
占
号
松
引
7
L

な
さ
い

一叩

X
日
凶
品
則
市
町
山
恨
の
事
ど
に
閃
グ
る
八
公
判
寸
ん

P

一
お
け
る

υ一
証
お
】
d

び
f
b
乏
に
あ
L

っ
て
、
相
た
さ
れ
う
る
託
拠
以
1
7
2
州
丸
山
百
山
士
一
愉
苛

｝
ふ
ミ
い
い

V
刑

事

訴

訟

法

中

村

枠

臣

救

み

村
氏
七
病
ハ
一
川
一
ハ
ノ
U
F
依
1

八
時
二
、
八
セ
」
毛
、
大
阪
日
世
間
R
q
v
h

也
一
件
下
内
引
に
、
レ
八
十
阪
市
立

K
内
パ
ソ
淀
川
崎
情
院
か
、
つ
一
山
一
川
悦
二
、
幼

児
・
一
円
引
偶
人
さ
？
？
と
来
r

」か、
J

刊
恥
」
j
Jゐ
U

亡
ν
平しお
h

L
勾川川？
L

，パ匂討な

片！！か
L
t
め
臼
匂
一
ピ
H
口

、

｛
J

香
通
山
mが
1

わ
り
、
叶
去
呈
す
山
川
川
口
に
1
山ザ匂
h

初

勤机
M
企斗

j

仇ど川刊日て被は涜右平一附火山ハ
J
U批
凶
悦

ν杓／］に一
J

ヤ斗』怜
V以
J

｛」斗，
υ一、J
礼
ぜ
伊
な
さ

J

ヲへ
河
山
？
れ
か
受
理
〆
～
校
奈
い
h
o

ば
、
ヘ
主
て
の
捜
査
ー
一
定
住
け
一
一
（
あ
ら

ゆ
る
ほ
jEJ〆
終
，
J
し
ヤ
二
軒
印
求
、
岐
一
日
読
書
、
三
折
君
、

y
d店
肝
だ
錐

八
日
｝
ド
「
、
被
疑
者
川
J

と
位
び
一
関
係
へ
臼
入

J

のれんげ作
u
u
u
主
J

の
A
1
一刊明一九、一、

1

幼
日
ナ
市
刊
一
司

τ与
の
ど
は
守
中
は
、
離
婚
し
ず
）
後
、
山
主
連

れ
に
い
と
が
渋
μ
係
に
へ
h
、
犬
h
t
十川
akλ
内
八
沢
川
一
丘
小
川

X
7
〆

〆
／
、
「
勺
山
王
々
ア
｝
し
け
は
は
工
、
い
た
が
、
ア
一
山
中
、
汁
ヘ
ぽ
に
な

っ
か
げ
ゆ
い
市
れ
を
虐
待
す
る
よ
つ
に
な
り
、
ド
l
一
叫
八

q

月
L
K
こ

ろ
か
ら
、

u
o
H
mノ
前
γ

、
内
に
「
J

h

，
Ir

－h
と
す
る
と
林
し
？
に
、

｝ば
1

J

ば
、
山
内
心
閣
己
主
ド
手
で
内
U
J
L

一
ノ
る
等
の
＝
恭
h

を

mp」
る
よ
ー

一
三
三
｛
J

（↑｝心々

E
R
h
は、

v

ず
れ
も

U
川
吋
の
特
疋
が
い
凶
剤
三

ゾ

…
ー
の
台
）
め
、

J
h
m
ア
〕
」
対
し
て
、
ま
ず
ゴ
デ
ノ
日
I

江
川
説
、
慌
を
ー
マ
円
、

よぷ
J

にし必
J

に
こ
ー
ム
か
に

J

、

、九つ

七
午
六
一
H
h
口
九
後
め
こ
っ
、
同
マ
ン
シ
ョ
ン
一
ワ
ハ、ペ

コ
5
2に
お
い
J
1
内
に
対
L
、
タ
パ
コ
の
l
J
f
y
f
一
司
仰
の
卜
杭
部
日

に
沖
L
付
い
た
ニ
、
川
児
心
川
町
人
中
糸
川
け
礼
服
に
す
る
忍
汗
古
川
J

W3
 

ズ
、
同
H
U
に
加
ぜ
約
一
辺
問
3
一安

J
Z
Q
μ
i
抗
部
仁
川
が
及
び
日
曜
、

r

約
一
週
間
fA
一
要
す
ん
ω
午
人
抑
制
匡
け
に
今
日
72
悟
宝
門
主
一
色
F

む

て

日

必
い
月
一
ノ
一
十
ハ
l
没
凶
時
ハ
分
こ
ろ
、
計
一
一
山
マ
ン
／
」
ン
一

ρ

ハ
ロ
討
に
お
い
に
、
門
じ
い
TJ

ぺ
M
U
A
心
明
部
作
」

I

荒
川
三
／
一
ア
ャ
ブ
ぷy

 

ル
に
説
け
は

L
y
k
tる
暴
行
か
羽
六
、
引
も
な
く
司
円
に
お
J

て
、
以

い
山
L
Z
ザ一賄れ↓円いれ山政山一
J
φ
明
時
山
、
同
ー
一
に
し
ム

n
死
一
）
さ
せ

ζ
J

3

出
刊
の
ー
ペ
神
川
は
、
刷
J

叫
川
よ
及
1
7
3円
引
い
介
じ
で
行
門
孔
卯
怖
に
引
合
わ
せ

？
ー
が
、
市
は
ア
〕
h
Jつ
味
わ
れ
令
ご
と
ー
一

V
5れ
て
、
乙
の
有
に
対
ム
円

。
削
一
己
式
投
ひ
河
川
同
の
M
h
J川
三
竹
を
傍
観
し
て
い
～
も
の
の
、
（
一
ム
－

2パ

μ
行

の
同
J

は
、
／
九
ソ
暴
行
終

f
段
に
、
分
の
は
司
「
川
刊
の
M
川川
4
、
に
雨

前
を
日
常
汁
て
刊
の
か
u
m
E
～
ノ
一
い
て
相
談
し
ず
戸
、
こ
っ
、
母
親
、
か
ん

2
F

く
に
一
人
出
弐
一
品
一
る
一
。
う
保
さ
れ
て
、
内
む
々
ク
、
4

げ～
J

知
岳
山
へ
活
れ

て
行
っ
て
人
民
さ
一
、
一
犯
の
暴
行
の
川
は
、
法
行
終
了
ω慌
に
身
動
必
ず

や
［
公
J
J
J

プ
た
丙
主
流
急
車
で
明
院
ハ
致
J
一L
允

L

一
ト
ド
号
事
J
r
Z
4
門
校
終
完
に
必
定
二
九
千
ぺ
乙
心
レ
ず
れ
の
暴
行
に
つ
レ

て
も
、
内
に
対
す
る
殺
さ
h
t
J
U
｛七
r
A
Y」
と
は
凶
柿
叫
し
の
判
断
に
述
＼
一

社J(, 
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仲
U
M
J
h
i

ば
、
ド
〆
乙
主
共
川
被
η
l
r
r、
乙
し
て
起
訴
す
る
こ

〕
だ
が
一
U

一
に
つ
い
て
口
と
の
よ
号
以
処
出
始
一
新
つ
－
P
のー一〆八

認
定
と
判
断
士

F

一μ
長
し
そ
、
時
t
J
J

川
古
川
罰
条
と
ノ
f
o川
山
）

戸川1
F
J
六
三
と
か

u

2

陥ご
UHFJい
n
L
1
、
前

ι今ゼカー一
J
L
入に、
J

い
て
は
、
川
を
、
／
ん
J
I市川に

対
す
る
傷
害
孜
花
心
村
助
し
1

手
、
ド
匹
、

J

一
、
と
こ
ろ
、
山
川
拠
調
べ
の

桁
果
、

M
T
が
信
州
似
し
て
い
た
の
は
明
ニ
m
r
p
u
市
町
為
の
み
で
、
前
記
一
Q

C
乳
母
で
は
、
乙
？
戸
川
刊
の
副
部
小
一
司
王
ず
で
恨
ん
で

J
Lノ
N

に
打
ら

－
一
｝
Z
J

、
；
、

J

、
》
、
一

v

J

A

一
】
斗
》
、
？
？

h
けと常一川

F

い
川
ば
乙
刀
：
一
し
て
け
”
一
Y

一一
Jyj古
V

よ
れ
言

も
千
人
が
」
貸
引
一
乙
わ
れ
て
、
読
に
あ
っ
～
電
気
コ
で
、
抗

抗
ν
て
暴
れ
る
刊
の
句
千
立
役
三
字
に
荒
神
〆
、

yfoど
め
身
民
主

t
p
出
来
4
午
、
な
九
七
日
の
以
ぷ
を
ノ
］
げ
が
川
手
で
掴
ん
で
ア
l
ブ
ル

こ
丁
う
J

ゆ

j
j

二
二
戸
口
一
J
A
F

こ下水
3

工

ー

イ

1

4

4

L

j

j

j
、1
1
D
l
J
i
l！
J

J

J

検
察
dh3
ば
、
と
刀
よ
ろ
な
山
山
梨
】
古
語
ぜ
な
汁
れ
ば
な
り
ぱ
ト
引

は
甲
は
、
注
掃
三
、
れ
一
主
出
乙
山
八
ん
の
号
九
f

内
一
心
引
い
止
に
け
4LP
＼

1
d
m
心
ト
十
九
乙
川
、
川
刊
を
虐
待
す
る
、
？
つ
に
な
っ

t

が
緯
や
、
ア
）
が

円
に
加
、
ノ
ム
豆
行
、
w
詳
細
な
状
況

F
C
札
一
刊
は
一
公
が
河
抗
、
傍
制
L

1
ト
ィ
ー
だ
の
か
、
て
の
J

川

心

掛
μ
寸
ケ
一
企
一
円
き
拐
う
に
手
紙
ど
郎
官
1
d

て
い
た
と
か
っ
、
川
玄
炉
心
只
札
て
れ
を
押
収
J

P

下

仲
U
M
J
h
i
p
、
え
の
ド
の
千
紙
ハ
ゲ
J
J拠
乙
し
て
品
求
し
た
／
こ
ろ

門
PJ
井
一
議
人
止
む
ム
の
弁
護
人
ド
ペ
レ
ず
れ
も
人
ぺ
川
告
の
責
見
を
一
山
山

＼
～
～
ぐ

帰
結
H
V
n
r
は
、
ど
日
f
o
p

円
な
ト
怯
・

ν
誌
や
Jq

べ
さ
か

ヤ1正 d斗 l主う！；；J試除問in

V
裁
判
支
務
基
礎
（
実
事
）

「
4

可
リ
一
」
ナ
日
出
又
市
J

－
ム
）
門
｝
ザ
一
一
一
寸
九
）

ー

ら

－

可

E

P

I

l

i

－

c

訪
問
i

引
が
i
m
J

店
川
河
1

回
初
出
町
以
卜
「
聞
け
ロ
リ
へ
は

J
山
中
田
和

制」

μ

い
う
こ
心
が
あ
る
〕
一
円
芹
L
分
を
訪
日
抜
｝
、
広
川
は
が
ア
門
橋

前
一
以
下
被
山
l
f
七
時
仇
一
又
は
一
七
日
常
」
」
い
う
こ
日
予
あ
る
」

の
み
を
枝
パ
口

L
ヌ
ヨ
一
八
、
服
部
定
性
ヘ
れJ

下
1

冊、山」
1

L

～
2
L

と
が
土
る
戸
の
？
H

A
－－叫
y
ロ
乙
し
て
、
引
2
1
、
に
本
汗
ぃ
山
川
の
附
げ
は
し

り
♂
文

J
J
る
訴
訟
を
提
起
）
ム
プ
乙
す
る

d

A
L

れ
ぞ
れ
の
＃

ι
ド
つ
い
て
、
榊
虫
、
－
4
7
J

↑今ム
ω
と
こ
ろ
の
叩
求
の

秘
情
改
む
訴
訟
物
恒
町
「
叫
哉
ペ
シ
れ
訴
訟
物
乞
選
択
し
に
m
h
川

ι
沼
潔
に
説
明
r
一民

※
附
「
刊
誌
求
に
づ
い
え
ば
一
匹
何
し
な
い

J

日叫問
2

別
総
の
当
事
r
O
の
＝
一
〕
分
さ
！
？
尚
、
請
求
の
起
廿
此
び
訴

八1U
物
に
つ
い
て
は
一
は
問
1

亡
ね
刊
行
る
解
答
主
計
抗
に
ご
＼
一
一
品
川
口
の

桜
山
山
桜
に
討
す
る
長
求
、
つ
い
て
、

J
l事
者
む
土
ロ
デ
γ
一H
E
L
、

少
の
一
に
怯
洋
し
に
珂
山
刊
か
泊
滋
に
記
域
防
R

七
」
｝
5
2
1
i
H
5
ハ
ィ

体
失
当
で
あ
る

μ
L
て
こ
り
あ
げ
な
い
で
張
が
あ
る
場
人
戸
山
は
、
乙

｝
あ
げ
広
い
凶
か
」
μ
問ケみだい一心い叫
k
p
」仏

※
一
一
範
的
古
件
が
忠
匂
川
崎
人
工
作
二
問
、

f
れ
主
義
政

H
いわ匂什門八九作的

事
古
川
川
」
山
戟
lJ
主
い

V
L
d
ん
一
は
一
記
載
し
な
い
「
士
た
、
椛
品
淀
作
に
対
ず
る
ト
ヲ
ょ
に
つ

ー
て
は
J

山
乾
〕
な
し
）

札
前
向
ー
で
一
山
わ
れ
る
別
紙
3
m
u
h
説
需
元
民
七
自
己
～
民
－
c
る

一
郎
教
授

克6

（臥y、記、了） ,,, ［「ラ 3f;＇仁11仁つ3、：OGc I i 



山2
Fば
考
内
惜
し
ぶ
し

設一戸川
3

町市
L
寸
と
被
バ
川
口
で
橋
間
の
訴
訟
に
一
品
川
γ

て
、
桃
山
J
A
1

桔
は
、
別
組

〆
】
日
不
動
産
売
買
同
人
約
主
主
引
は
抑
こ
し
て
河
川
山
川
し
ず
）
が
、
え
の
任
。

Mm古
は
、
以
却
が
出
削
よ
私
ー
の
不
古
車
内
一
T
U
H
お
約
吉
を
保
守
h
p
v
J

～い

令
事
エ
ム
ケ
把
M
判
L
－

ω試
？
と
別
試
合
の
U
刊にt
U
川
宇
ー
の
内
市
什
は
、

沼
b
奈川い阜ハ
J

川ふる

rhι
引
い
、
川
一
で
あ
る

J

同
J
と
U
I
J

引い枯
3
）
契
約
庁
小
一
元
拠
資
料
こ
す
る
～
山
内
打
法
は
り
1

一

段
乙
し
て
、
最
J

℃
毘
切
革
、
P
1
F

守
も
り
ャ
つ
い
て
、
枚
拠
条
子
4

42制
）
て
簡
潔
に
v

玩
叫
す
よ

は
イ
口
一
士
宮
に
り
、
別
記
3
の
ド
所
主
む
買
収
約
中
門
が
祉
拠
し
ど

し
て
県
伊
「
れ
、
絞
中
ロ
ア
判
怖
は

e

別
紙
三
り
鋭
的
吾
？
に
つ
し

L

、

同
民
約
貰
」
を
作
成
v

た
記
憶
は
な
い
が
、
同
い
戸
人
約
辛

U

冗
一
回
附
の

石
橋
町
二
心
氏
名
刀
よ
岳
山
間
山
印
沢
ヰ
被
口
利
悩
の
実
印
に
よ
三
、

点
出
き
れ
い
ず
／
も
の
て
J
A
る
こ
ー
は
ぷ
必
る
向
日
必
述
を
し
と

ト

F
引
の
前
記
グ
九
州
u
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、
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調
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内
川
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引
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行
払
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、
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、
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汁
の
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地
ヘ
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州
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川
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｝
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町
J

何
1
J
F

に

L
ま
「
ょ
上
小
川
い
土
止
は
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も
1
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が
払
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出
父
〈
が
ぷ
川
右
ノ
て
お
れ
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に
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品
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よ
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日
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仁
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判
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え
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叱
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／
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；
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川
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出
川
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、
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ノ
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続
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川
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ο

父
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瓦
判
池
小
一
J
A
ば
せ
て
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ぐ
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も
ハ
九
1
4
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町
て
い
ま
v

た
が
、
附
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九
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橋
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↓
が
木

件
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泊
l
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－
主
人
円
、
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し
い
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仕
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、
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拾
〆
｝
は
け
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つ
の
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で
、
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に
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仁
村
山
h
斗
ハ
月

H
、

TX川
一
地
合
首
位
「
る

い
川
人
約
一
日

1
1本
μ

川
町
ん
約
一
と
J

つ）

J
J
折
口
、
令
作
品
、
約
に
4

い
一
二
、
引
消
防
L

ど
附
相
川
九
午
！
、
月

i
rっ
一
〉
可
防
一
ド
い
は
二
、

汁
r

玉
付
↓

H
～
で
一
百
円
刀
府
間
り
H
、
六
t
y

－－ぷ
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司
H

、
父
ば

μ情
t

本
内
二
泊
を
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－
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八
万
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に
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＼
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司
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建
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叶
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－
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ボ
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＝
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司
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♂
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／
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仏
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［
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］
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翻
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司
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司
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＋
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湾
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狭
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仏
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叫
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し
て
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叫
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仇
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－
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仲
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問
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／
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；
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＼
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／
ぐ
っ
円
に
、

寸
v
A

』？に

H
相
三
ん
円
に
そ
れ
ど
れ
値
げ
さ
れ
て
い
ま
す

h
M
K
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〉
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叫
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＼
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あ
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〉
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叩
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仲
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右
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、
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叶
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仏
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什
つ
つ
刀
っ
か
」
支
払
7

必
服
部
保
作
山
、
と
わ
封
人
約
r平
和
後
悼
す
ノ
に
、
ド
位
世
物
一
二
入

〕
斗
〕
」

q
之
こ
f
h
J
γ

、
ィ

co

門
川
、
木
わ
叩
一
物
川
町
方
い
侃
符
転
に
山
門
寸
ノ
木
什
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迎
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右
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梓
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叫
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＼
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仙
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れ
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＼
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1r2d八
L
ρ

三
に
点
、
守
成
羽
一
ケ
ヤ
に

は
っ
て
も
ミ
コ
ば
竹
見
悼
の
佐
山
菜
が
一
μhhJ
つ
h
j

の
亡
、
何
ペ
サ
一
月
こ

ろ
か
ら
は
、
や
中
最
L
Y
J
に
古
市
引
一
目
、
法
促
か
一
ず
る
よ
う
に
じ
ま
じ
ん
に

曽
根
は
、

1
成

問

f
立
月
に
一
ヘ
る
と
、
私
に
、
一
川
氏
車
三
代
均

台
J

済
さ

t
て
く
れ
れ
叫
し
い
ド

1J
ぎ
り
～
怨
践
し
て
：
る
J
F
つ
に
な
れ

私
乙
ぜ
て
は
、
↓
A

件
L

一JF
同
1
川1
h
J
A

投
与
日
明
、
、
与
の
的
組
ち
民
吋
人
L
叫

二
ゴ
ハ
ワ
M
U
t
－
ベ
引
引
け
込
γ
L
L

凶
し
コ
こ
い
ま
J
h
l

戸
、
こ
刀
伐
人
以
を
地

し
た
ら
も
う
返
済
さ
れ
る
f
τ
ン
ス
は
な
い
J
j
7
h
？
っ
と
考
え
、
そ
の

巾
出
に
応
ず
る
こ
乙
に
し
－
司
令
し
た
リ

U
円J
」ι
聞
は
牧
ば
、
ド
技
内
午
五
日
一
一
己
、
村
松
モ
ー
タ
ー
の
い
ほ

特
一
工
、
前
一
記
。
町
会
つ
て
は
い
h
j
f｝
同
日
ま
で
デ
バ
d
Bと
注

h
f吾

主
に
つ
い
て
本
件
汀
討
中
て
仕
切
一
二
千
戸
Y
H
C
J
る
己
け
の
ん
き
を
、
円
、

木
片
自
動
小
中
の
引
ほ
し
を
J
マ
一
け
ま
し
に
じ
弘
辻
、
モ
れ
い
μ
附
、
凶
作
一

主
席
で
ふ
刊
出
品
宮
市
中
」
保
位
打

1dて
お
じ
、
店
十
什
も

7
っ
て
寸
〔

口
抗
エ
タ

1
心
ー
レ
叫
に
は
、
い
つ
も
数
円
台
訓
取
が
版
充
店
に

以
一
一
小
さ
凡
て
ョ
り
、
曽
根
は
、
民
ぶ
さ
れ
て
る
山
伝
説
E
r
h曽
根
の

ヤ1正 d斗 l主う！；；J試除問in

山川
f
fあ
る
と
川
河
口
三
叫
川
町
し
て
い
立
し
勺
弘
は
、
上
下
h
r
γ
μ

勤
平
が

u
M
段
乙
｛
川
に
山
吉
ノ
に
民
、
さ
れ
、
士
一
＼
い
ビ
掛
川
刀
ら
べ
件
い
い
引
読
み
且
の

叫
ん
リ
揺
が
出
告
に

W
保
さ
れ
一
、
い
る
事
情
を
切
間
三
、
い
な
ハ

お
こ
三
日
り
、

h

川
一
杉
本
干
内
到
牛
心
川
イ
日
仁
川
l

い
曽
悦
γ
よ
？
？
」
信

た
て
ど
一
～
に
た

J

ま
に
、
恥
は
代
物
弁
箭
の
八
口
芝
川
陀
、
廿
向
。
か

一
、
木
μ

いいわ
tH動
市
を
私
乞
い
＋
孔
4r
一
立
一
戸
川
「
る
と
註
則
さ
れ
、
げ
川
出
此
内
υ円
J

ド
ょ
百
台
士
一
党
付
さ
れ
る
と
乙
ひ
、
、
印
症
な
引
制
ニ
日
明
書
士
准
「
情
し
て

ぐ
る
で
に
言
わ
れ
、
山
円
摂
が
J
J

有
主
で
あ
る
こ
二
七
五
守
7
ぷ
地
は

あ
り
↓
）
い
に
J
n
で
し
と
μ

も
っ
と
も
、
苅
丸
山
三
件
り
い
れ
は
、
句
一
／
一
小
後
、

え
や
む
中
に
さ
れ
ま
し

P

〔

以
1
0
門
つ
に
、
私
山
k

、
代
功
弁
済
会
一
交
け
た
際
に
、
本
件
円
一
一
船

山
ー
の
同
／
旬
惟
ぜ
か
υル
込
山
叫
阿
保
さ
れ
て
い
一
二
〆
は
知
的
三
せ
；
μ

戸
し

？
？
、
原
パ
コ
mv
許
恨
の
ム
件
合
的
守
！
m
i
t
t
吋
lbへ約
u
f

一
解
除
ー
こ
ご

と
7
N

じ
引
け
ま
廿
ん
で

v
I
手
J

て
、
私
ば
、
解
除
心
待
に
、
代
柏
戸

ム
吋
汚
じ
じ
て
木
件
山
勤
皇
む
川
一
悦
L
V
コ
メ
げ
て
い
』
ず
こ
れ
ら
の

二
♂
）
か
り
J
i
Q
f

、
私
は
た
件
動
京
十
訂
右

J

一
民
シ
一
収
得
ー
ニ
ご

ニ
に
J7
る
は
す
で

γο

持
書
店
儲
詩
v

に
つ
い
に
以
、
仮
べ

Rfu、
｝
一
件
山
一
致
亙
心
所

有
品
一
三
な
い
し
r
V
J
一
と
に
な
？
と

J

て
も
、
は
止
は
出
T

以
子
り

起
に
ー
ん
し
て
代
初
計
計
と
し
て
ヰ
件
山
動
古
小
計
引
託
行
は
さ
れ
に
こ
と

か
タ
な
＼
介
も
ム
i
成
一
凡
一
i
i
八
九
に
け
ヒ
で
に
割
っ
と
引
け
て

F
か

↑
成
じ
ノ
工
、
ハ
ャ
ニ
ワ
」
の
ん
社
過
に
よ
灯
、
円
減
峠
効
は
乙
成

［一
L
t
v
り
、
私
は
、
山
成
一

L

九
十
山
門
有
口
、
消
滅
U
吋
効
i
司
法
河
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し
ま
P
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V
行

政

救

済

法

疋

格

引

い

ル

力

投

い

日

y

ス
州
ス
1

（

J
A
H
y
r
怯
料
に
附
v
て住でい叶
ι
製

L
7
い
て
い
と
工

場
会
出
援
米
し
て
い
」
企
業
が
↓
（
J
ん
1

引
～
引
昨
1
、
む
討
さ
h
て
い
と

付
属
病
下
一
仙
は
Aipじ
が
買
い
以
つ

J

、
甘
い
川
端
一
ご
「

J

て
使
用
し
て
い
た
日

ミ
最
一
江
川
な
っ
て
、
丁
場
ヘ
ω
一足
μ

心部両者、

Im民
病
院
に
人
町
ー
＝

V

A

山
患
者
、
日
匂
心
的
辺
住
見
二
ー
一
茂
挿
や
町
仰
が
v
一1

に
ん
附
叫
に
併

号
）
ム
J

脊
ぷ
相
欠
パ
L
T
Z
U小
刻
去
に
川
町
民
、
白
川
高
佐
山
内
民
物
の

：
1
7

；
；
？
E

L
こ

5
P
一t
f立
－

rJ

一
二
一
：
〈
7

一
す
『
1
↑危［ド
h
r
H

！」
f
ィ
で
オ
よ
と
ノ
：

t
ド
日
開
予
凡
で
）
［
て
7
2
L

，

心
吹
さ
つ
け
が
行
打
れ
r

よ
乱
、
上
対
h

川
三
れ
て
い
て
に
叫
詮
の

坪
の
世
に
1
塗
わ
が
は
げ
市
L

ご
と
／
ス
ベ
ス
ー
が
む
き
山
川

J

に
な
フ
マ

い
匂
／
〕
と
九
九
J

も
か
る
こ
〉
が
桁
別
1
一ハ八一

A
山
は
川
町
直
心
州
h
J
ど
位
九

に
一
南
町
村
士
一
－
1
J

｝
一
ひ
た
、
民
同
八
h
来
E
b日
右
仁
て
い
る
十
時
跡

沿
に
は
也
知
，
縦
J

体
心
佼
刀
ア
ス
ペ
ス
ヘ
廷
が

J

の
L
F

ヘ
が
枚
岩
一
さ
れ
f
一初

、
、
設
訟
の
恒
り
に
は
収
凶
い
が
忠
る
も
り
の
、

H
巴
な
山
入
わ
が
可

誌
で
了
ど
も
の

J

叫
ひ
場
！
な
フ
♂
い
r

二
心
、
で
？
な
状
川
下
士
、
次

の阿川
υ
ふ
今
ヂ
ノ
l
仇

U

三
正
司
に
一
人

A24vx、
ぶ
一
照
的
に
空
で
て

1
0
X
が
｝
一
河

川
市
民
心
全
肘
的
と
使
山
停
オ
ー
と
詑
1
以
甘
え
、
小
｛
り
山
川
代
替
｝
わ
な
両

日
地
で
J
M
の
設
置
を
求
め
た
い
社
会
長
川
口
乙
ず
る
ど
の
に
ト
つ

ο＃
ょ

に
お
し
て
、
こ
の
で
つ
h
h
i
t
－h
M

が
月
J

い
凶
か
〈
主
～
、
v

ぷり市中、

γ

の

」
～
つ
な
則
前
的
障
宝
一
が
】
の
る
か
）

同
辺
、
士
川
庁
、
丸
が
、
「
川
口
」

i
v
L
L
、
i
fよ
一
行
法
町
一
JL
出いに
J
T
れ
る

、副

敷
地
演
出
パ
某
止
が
す
つ
れ
て
い
J
Q
h
J

乙
う
引
の
調
止
を

h
い
、
守
つ

れ
て
ほ
い
勺
ほ
介
は
改
お
門
命
令
Uγ

日
及
び
入
巾
に
汁
～
1

ノ
て
な

H
Fる

こ
と
を
求
め
た
い
1

1

止
古
悦
｝
口
と
す
る
ど
り
ト
八
手
計
八
叫
に
一
品
、
J

て、

ど
の
よ
F
f
J
4張
一
一
～
九
可
能
か
じ
ま
ム
、
一
〆
〈
の
際
、
と
の
】
さ
な
目
論

仏
五
鳴
h
宝

π刊日
J
q一ア
rv
か

引
巾
皮
院
に
惟

E
1
）一
L
N初心一八リ
y
h
m
w
H
X
、
山
民
一
一
院
の
一
川
岩
村

%
と
吻
日
間
百
件
小
川
斗
が
、
行
締
法
害
心
防

ιの
に
比
約
一
二
什
一
ρ

之、

消
置
を
と
ら
な
か
フ
～
自
ι
i
J
Pに士、

jtr弔

A
山
に
叫
川
、
d

u
ハ
吟
に

い
…
ど
の
よ
う
な
訴
主
に
お
い
て
、
こ
の
一
十
一
ノ
「
ふ
工
張
が
可
能
か
o

t
に、

Z
－
の
際
、
ど
の
「
で
「
L

仇
川
市
一
一
～
喧
伊
豆
門
が
さ
令
一
刀

一
主
主
条
i
v
A
W
U
科
省
略
｝

官

V
N
税

法
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1
］
以
下
川
ソ
各
mm
に
C
れ
ぞ
れ
心
以
A
F
L
u
m
h
で
前
涼
に

I

J

必
ず
根
拠
条
f

げ
た
を
明
4

－
て
仲
人
穴
ほ
さ
レ
口

な
J

、
併
与
に
忠
た
っ
こ
は
、
山
刊
税
特
$
措
J

亘
法
は
考
慰
了
入
、
れ

十－

1ιエ

内
勺
い
二
二
υ

ド
株
八
三
世
の
役
い
円
A
は
、
市
吉
山
首
つ
の
出
j

人
主
一
枝
川
目
h
J

U

〈
ゾ
刀
日

J
｝小
V
M代
わ
い
ノ
ケ
一
条
件
に
し
て
、
ハ
J

q
前
に

ι
一〉ハ〉ハ、

hJH一
三
児
人

7
7～
｜
出
一
時
怖
い
億
川

J

を
甲
株
i
h
会
引
に
同
日
し

お
U

こ
の
均
台
、
密
入
、
対
一
ノ
る
州
得
税
の
認
祝
問
係
②
ド
林
礼

会
什
に
対
す
る
弘
人
科
む
試
制
仙
沼
保
広
、
｝
れ
そ
れ
と
う
な
る
か
〔

二
、
惚
心
》
…
川
い
の
場
介
と
司
ぃ
〕
で
お
令
が
、
丸
心
借
人
全
政
商
品
川
℃
ハ

力、

J

と
円
で
忠
ハ
二
と
－
Q
J
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A
に
到
す
一
A
V
F
ν

得
税
の
訟
判
関
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日
刊
は
心
ノ
な
る
UJ

二
、
他
心
I
R
は
の
は
叫
ん
口
こ
日
ぃ
二
、
み
る
ム
パ
＼

A
vプ
川
株
r
、
ん
品
位
の
代

点
取
締
役
。
り
に
p
こ
の
よ
迎
γ
一時川
j

に
7
L
J
れ
ば
、
江
、
、
に
吋
可
る

所
持
仰
の
説
、
机
閃
係
、
〆
f
J一
日
に
い
付
与
一
る
所
得
税
の
誌
組
問
日
刊
は
、
ッ
一
一

わ
ぶ
れ
と
う
と
↑
匂
か
υ

凶
、
／
）
株
式
主
計
ば
、
〕
宮
枇
二
一
伎
口
仁
に
対
ず
る
＝
品
収
給
与
♂
文
科

と
し
て
、
じ
い
れ
の
所
供
平
γ
一
そ
の
帳
簿
倒
的
て
え
る
ヘ
ハ
J
C
τ
d
U

で
一
一
叫
浪
ー
ヘ
ヮ
ァ
フ
一
一
品
波
に
M
Y
る
市
す
と
↑
度
心
停
｛
子
～
決
首
に
お
い

て
Z
L
U
宮
の
経
国
を
し
’
ん
じ
は
乙
札
口
た
行
に
お
い
て
川
川
崎
リ
rζ

〉
斗
間
務
ホ
め
て
き
｝
が
、

r

一
の
占
地
以
外
に
は
退
戦
給
J

は
又
給
さ

れ
な
た
っ
L
h
l
l

主
に
、
士
ス
給
円
時
に
お
に
わ
る
リ
イ
心
f
f
泡
の
炉
剖
川
い
じ

り
ハ
／
一
万
，
I

r
にふり
r
L
L
Y
2
4
ム
ペ
仁
わ
乙
持
式
会
付
心
宗
務
に
従
事

）
た
問
問
、
？
一
こ
れ
一
目
一
続
三
予
的
、
乙
外
式
ん

Aq
一－川一連
3

し」工業士
K
A

h

－－
A
R
へで
JJ

心
事
宗
鋭
校
ず
か
い
知
似
ご
Q
i
も
の
の
役
員
に
一
刊
↑
日
J
f
u
退
職

給
ヲ
mlJ
い
え
ヘ
仰
心
状
記
勺
告
に
附
ら
一
乙
、

c
r
J
J叫
す
る
退
職
い
お

7
1
r
L

亡
日
間
ヘ
ノ
ハ
ノ
ハ
ノ
刀
円
が
州
当
と
あ
令
こ
認
め
〉
れ
る
“

こ
の
場
ム
、
心
乙
松
～
だ
会
引
に
ー
バ

Z
Q法
人
税
の
誌
税
問
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岳

じ
仁
川
4
9
勺
計
得
税
の
設
抗
出
山
憶
は
、
そ
れ
マ
れ
ど
う
三
／
V

カ

凡、

X
は
、
ー
と
り
昨
拾
に
あ
ど
ヮ
ャ
ヘ
ー
一
分

ι

一
去
り
上
迫
ど
Y
にパザ

J
し
に
山
、
？
の
後
、
そ
の
け
h

窪ヘ刀
j
h
コ
ヤ
ミ
グ
額
の
京
成
一
川
得
税

そ

4
r決
定
処
分

gAえ
し
り
ん
に
の
て
、
そ
心
科
孫
右
給
付
1

／
ご
一
ノ
え
て
、

税
負
制
刊
旬
開
十
J

る
諸
説
を
叫
出
に
肘
荏
分
h
r
L片
山
川
心
品
効
ど
主
張
L

t
、－
z
r
L一L
て
ψ
J
d百
十
山
之
祐
る
市
右
栓
接
収
益
記
作
市
詰
ぷ
昨
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訟
を
抗
門
止
し
た
μ

こ
ろ
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五
日
一
討
ポ
を
ぷ
容
す
る
円
以
が
協
定
し
た

J

二
心
川
吋
F
E
U－X
が
Y
へF
J

川
r川「、
f
J

ワ
に
よ
っ

L

多
祐
ハ
の
門
官
附
い
技
研

得
J

礼
子
む
と
点
き
れ
き
一
し
に
な

J

た
中
十
、
目
的
損
拠
一
所
得
税
山
山
の
根
拠

古
川
定
一
ノ
し
れ
内
休
で
は
な
ぐ
三
日
規
定
心
府
J
E
7を
述
二
l

小
さ
い
じ
ま

「、内川、
X
は
ど
カ
－
T
7
に
す
れ
ば
料
付
税
制
杭
乞
収
、
ノ
［
阜
、
寸
ニ
｝
カ
で

や
片
与

h
u
h

「

／
、
京
造
業
を
ω
「
什
日
「
ば
一
～
f
J

～〉〉
Z
ノ
い
い
い
の
国
庄
畑
山
凶
ム
止
の
交
付
人
ぎ
ぇ

け
て
、
こ
れ
に
は
じ
蛍
会
を
加
え
て
、
ワ
一
F
m一
州
貼
〈
ム
丹
父
ハ
吋
川
的
vl

雌
ハ
「
し
に
説
法
見
深
川
内
在
二
九
九
〆
ハ
JHて山批判同
L
L
一
「
る
。
「

の
手
完
J
M
1
凶
当
設
け
引
に
J

心
斗
白
川
に
お
し
て
訣
税
l

J

の
よ
Z

ノ
に
処
叩

支
れ
る
か
、
ぷ
た
、
一
山
下
、
刀
伐
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茂
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叫
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岳
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台
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述
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司
幻
刊
ぽ
の
一
主
一
中
世
院
に
は
と
口
、
よ
ろ
な
考
」
応
2
1
J

1
4
7
J土
々
が
あ
る

w
旬
、
え
円
札
J
Q
h
J

）

一
、
判
決
丈
山
心
作
税
2
む
べ
析
は
、
遣
法
刑
判
川
J

も
所
得

fJ〕

L
j
v
科

〈
れ
る
2
い
う
寺
え
パ
ャ
に
た
づ
J
も
の
亡
あ
る
が
、
こ
の
き
げ
九
万
の

け

μ
Jユ
に
つ
い
二
、
似
の
ハ
ヤ
阿
川
内
内
に

J
A似
し
な
が
、
内
、
論
じ
コ
ヌ

（臥y、記、了J''i r「ラ 3＇！仁，） ；仁33、：OGc I i 



' ＇、' ' 

寸十
J
仏
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さ
れ
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迫
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－
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憲
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追
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岐

A
は
、
半
r
M古
川
／
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に
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可
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ず
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］
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］
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叩
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仁
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叫
ん
則
二
刀
つ
引3

 

さ
、
亡
を
懲
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叫
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仏
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ら
れ
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叫
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開
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指
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h
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懲
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古
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。
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q
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ハ
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；
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右
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が
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伐
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＼
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＼
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／
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収
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仏
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台
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仕
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－
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／
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什
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仏
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台
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＼
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；
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什
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什
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付
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ど
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く
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反
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述
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＼
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／
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梓
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し
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♂
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い
市
を
｝
一
戸
ん
イ
〆
一
説
法
〕
」
属
人
て
＼
党
い
市
力
以
｛
輸
入
を
行
ハ
パ

い
、
店
m回
決
、
干
に
は
L
にじ

ー
リ
、
閉
は
も
一
〉
一
J

h

斗
打
月
日
午
長
一
見
出
八
六
一
十
ル
心
一
司

て
一
歳
。
ハ
ノ

k
xに戸ト
J

J

ρ

剤
ど
で
針
v

～
と
こ
ろ
、

x
n急
性
党

忙
一
い
訓
川
市
存
主
一
叫
こ

L
て
戸
、
っ
ι
り
し
た
の
亡
は
に
死
亡
1
J
h
γ
u
m
v
J
」

互
い
、
乙
に
屯
芯
’
二
五
が
死

υ
で
一
い
っ
た
引
で
、
！
」
か
人
司

に
つ
か
ケ
一
い
川
市
h
y
z
j
中
に
蛤
て
三
一
ぐ
れ
」
と
依
杭

ζ
～
。
ア
）
ば
円
」

の
仰
で
、
）
ル
に
わ
史
、
い
日
午
～
夜
間
r
J
Y
L
7
f
F？に
X
V
V
1
ベ
v
k

発
し

た
カ
、

xz乞
よ
く
司
い
る
、
か
ト
j

か
に
白
む
を
｝
て
い
た
の
で
ま
だ
ル
句
、
anr

て
い
る
こ
〆
一
に
ん
ム
J
雪
将
京
の
あ
る
一
な
の
小
j

J

仏

X
を
こ
の
士
土

υ
m
m
権
一
山
に
取
一
目
す
る
む
J
J
ぐ
り
間
で
ム
川
わ
し
↓
ご
つ
に
は
わ
、
五
心
十
一

細
川
ひ
「
沿
っ
日
山
一
れ
わ
J
q
い
よ
う
に
－
v
A

り
山
一
司
令
］
口
培
一
山
〈
り
引
き
迎
に
U
2

U
、
J
A
を
う
二
て
い
る
Y
A
ハ
ゲ
コ
広
い
て
川
は
た
し
ず
）

げれい

H
午〆坊で
ρ
斗
一
羽
ロ
い
物
帰
ー
の
X
の
以
茶
山
に
か

ιず
ノ
か
か
旬
、
ん
ー

さ
一
地
に
位
～
わ
る
X
を
い
析
か
け
一
一
ー
ト
、

X
が
宗
門
い
る
ど
き
L

は
打
っ

て
変
っ
て
化
粧
が
泣
く
山
古
主

C
T
4
3
J
ず
｝
め
円
分
の
棋
と
は
い

V

（ノ

V
刑
法
2

U
1
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か
ず
、
そ
の
へ
N
M
U
J

山JF
E

し九一

X
A仏
日
口
J

ρ

悦
ハ
吋
J

抗
パ
死
じ
1
d

に
パ
ヘ

u若
く
て
ム
叩
力
正
監
な
X
か一

午
後
七
川
頃
主
一
じ
に
川
討
に
三
べ
ば
、
一
止
を
取
れ
鼠
め
よ
一
刊
誌
件
カ

」
＼
し
ヘ
フ
一

ー

ヰ

f
J
2
2
＋

巾、

7
）、市川
d
市
青
乞
山
間
討
す
弘

、ぢ
r
日

1

冬

tkr

’J
t
r」
剤
取
諦
土
い
約
四
主
党
什
ハ
刊
か
、
み
だ
り
に
、
本
河

川
ι
h
v
d

く
は
件
当
片
山
r叩
人
し
、
本
邦
υγ
い

J

く
は
外
ド
ド
ー
か
ら
怜
出
ヲ
ノ
、

又
は

E
f何
一
し
）
右
は
、
午
以
一
わ
刷
局
叫
懲
役
に
机
一
す
る

2

4印
刷
の
は
お
F
前
rH
の
川
込
町
犯
L
4
者
は
、
相
即

u
r
t
L
P
ば

件
以
上
り
引
伐
に
処
ス
え
は
的
抗
に

h
h
叫
則
若
）
〈
ば

午
以
と
の
懲
役
及
川
い

J

「
万
円
以
三
主
r
M
ぷ
ご
3

る

o
u
則
一
一
巾
羽
の
に
定
九
ぺ
計
十
日
、
明
リ
ム
ず
る

－
時
長
及
F
V
P
川
精
仲
烹
取
、
机
i
山札b
v
f

ハ
四
条
〈
リ
I

一子
μ
モ
ル
ヒ
不

υ学凡な、

λ
品
川
ノ
に
、
ド
邦
主
し
く
は
外
国
に
翰
↓
人
し
、
十
ト
必
告
し

く
は
外
閃
か
っ
崎
市
？
、
〈
ば
削
礼
子
一
人
J

者

は

引

以

上

の

有

山
川
懲
役
？
一
「
九
f
i
l
o

2

特
利
O
H
H
U
Z
前
4
の
川
ル
そ
犯
」
た
者
口
、
年
期
u
L
L
J
は

作
目

i
u懲
役
に
処
？
）
、

r人
は
伯
作
仏
に
よ
り
叫
則
若
〈
は

平
凡
「
の
円
叫
町
役
及
川
、

T
h円
ん
の
訂
八
十
に
い
IU
～てる

つ
み
刷
二
ほ
の
ど
丘
四
十
て
い
、
部
「
る
「

V
刑
事
法
律
又
書
作
成

レ
ポ
ヲ
ト
ぷ
成

ヤ1正 d斗 l主う！；；J試除問in

川
町
z
h

木
良
川
叫
了
講
師

配
布
［
」
資
料
に
白
川
1
2
0

従
旧
民
話
出
快
九
五
、
川
ム
川
二
川
、

U
－
仇
川
一
却
に
つ
い

f
t
Fて

れ
ぞ
れ
い
か

K
G叩
叫
が
F
U！
V
Tる
九
ω
事
件
叫
一
七

三

l
f検
討
し
た
結
恥
務
局
主
ス
、
抗
続

E
市
貯
の
か
口
什
よ
念
日
和
…
討
し
、

起
訴
を
忙
斗
こ
す
る
埼
九
円
以
妃
訴
状
一
公
訴
H
長
、
罪
名
此
び
向
日
条

摘
の
さ
十
一
不
起
訴
古
川
町
当
と
Y
S
A
V

場
合
川
不
起
ィ
研
理
出
心
要
旨

J

？
、
い
同
一
茶
、
J

よ

官

v
広

七

会

学

伝

井

主

人

（

助

教

授

し
ポ
～
試
股
エ
ハ
ベ
J
C
C
f
へ

九

ご

J
I了）

設
立
紛
争
の
予
防
だ
比
ゃ
い
丸
判
外
扮
字
削
決
乞
常
心
不
ん
に
な
法
曹
の

椛
務
と
司
工
、
杭
日
？
の
羽
係
に
つ
、
二
、

｛
山
け
れ
五
一
行
｝

こ
れ
か
ら
の
同
代
の
ふ
出
品
門
店
、
母
子
の
一
店
、
お
し
ず
悦
川
解
決
の
み
な

ん
一
ず
、
相
手
の
ず
J
附
や
「
刻
対
応
、
交

ω
に
上
る
扮
争
解
決
に
つ
い

て
も
じ
の
胤
務
飢
域
」
州
市
ん
J
か
ん
で
か
な
け
れ
は
、
従
ド
比
て

なす
J

い
ス
｝

L
ス
を
前
持
し
て
い
く
こ
乙
は
己
主
」
｝
手
ん
o
U
万、

ム
ヤ
の
よ

F
f
J法
昔
の
職
務
に
は
形
式
的
公
ル
ー
ル
ヘ
け
民
向
？
ほ
利
実

崎
p

一
よ
円
山
積
寸
る
闘
い
日
が
み
じ
士
す
－
F
J

二
で
、
ル
ル
の
巴
政
・
権

利
支
珂
」
と
伝
曹
の
ι刊
7
し

d

聡
務
ヒ
｛
U

州
同
川
怯
を
と
ち
れ
ば
よ

v
の
λ
以

ヤ片同
h
山
に
仁
」
円
三
ず
ο
C
爪～問引也？、ハ

J

い
て
、
つ
さ
の
コ
h

～
辺
択

一7
？一
Y

1

川r
パし川一｛

J

I

寸ゲ」羽山
J
ω

一r、ι
心九川い
v

な
フ

｛吋此円パれ一「ーマ｝

、
荒
牧
三
タ
ゾ
桜
な
JN
↓7
M肘
L

法人
Y

可
也
に
一
n

る
A
D
R
C
M「
μ
制
度
へ
し
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悶
係
に
ツ
一
い
＼
法
川
町
え
阻
三
」
の
一
J
h
つ
に
而

υ
を
回
二
」
ハ
也

、
医
正
常
荷
下
け
総
合
的
な
ケ
マ
f

J

メ
〆
を
必
借
り
紙
符
し

rzc場

んh
心
引
位
、
－
山
間
担
戸
、
〆
二
「
ノ
い
て
秒
一
ー
は
し
右
F
い
t

之
の
阿
南
、
一
H
師

や
病
下
二
y

ス
ク
マ

y
t
y
J一一刊誌

H

乃
役
だ
こ
J

乞
ど
の
よ
う
に
間

沖
づ
は
り
れ
ば
よ
い
わ
に
つ
し
と
も
初
日
「
る
こ
と
れ

V
悶
際
法
1

村
I
4
出
救
p
t

次
刀
引
山
一
例
デ
A
A
、
地
点
目
叫
に

d
fん
円
）
な
ν
c
v
一

｛
設
例
｝

X
阿
川
戊
び
Y
凶
は
、
そ
り
へ
い

J

刊hr
j
J
辺
町
に
比
1
て
過
剰
な
凶
民

k
h
J
h
J
4人、
r
ムf
r怯
J
、JHヘ
ハ
の
羽
叩
ぷ
下
志
ヨ
れ
て
い
｝
他
方
、

A

R
で
は
、
少
f
化
が
進
七
一
、
数
’

r慨
に
は
Amdtu
判
明
涜
也
仮
払
十
一
ゅ
に

持
ト
9
0
h
k

一丸
J

困
お
に
p
f
i
り
、
ザ
一
の
佼

L
ヘ
戸
別
減
少
し
続
け
る
こ

こ
が
ァ
却
が
れ
て
い
た
ご
の
一
寸
つ
な
状
川
下
改
訂
す
？
ω
助日一
j

る
一
、
め
、
X
川
、
す
凶
及
び
A
同
心
二
回
は
、

h
九
一
ハ
ゲ
一
に
1
X

同
北
ひ
V
ム同一戸
v

ら
九
回
へ
の
U
y刊人
Y
一
年
一
足
ご
る
～

ι日
条
約
一
へ
い

卜
一
移
任
問
比
主
条
約
一
乙
い
ろ
J
γ
ム
川
f
町、

J

、
同
条
約
十
日
出

H
発

効
し
に
）
川
全
山
刊
の
工
な
内
科
吋
ば
ι引
の
泊
り
で
あ
る

c
m
x国
Y

U

A

仏
、
山
出
円
山
山
に
長
一

J

，、
A
［
ヘ
ヘ
心
的
作
む
か
促
進
す
る
山
市
世
を
介

守
、
と
、
む
A
2
b
h、
Y
A
U
L
一Y
珂
と
例
別
に
協
議
し
工
、
川
国
か

円
心
午
問
桟
伶
主
主
人
設
を
以
一
丸
山
一
る
と
三
、
川
V
A
回、、
Y
園
川
、

牛
間
三
人
款
を

H
襟
慌
に
1
V

亡
、
斗
一
日
d

定
的
合
一
Z
3
4

枇
に
従
つ
〈
惇

打
尽
望
者
十
基
佐
川
L
、
決
定
す
る
、
と
、
治
X
同
と

Y
凶
は
、
持
ハ
行

詰
明
で
半
砕
い
の
パ
サ
徒
、
選
fJ及
び
出
μ
コ
£
行
戸
て
、
強
制
が
な
い
土
A
l

待
保

γ
る
こ
と
、
一
一
町
一
締
約
国
は
、
流
山
仲
忙
話
誌
上
む
の
移
動
を
印
主
一

勺
／
山
九
叫
は
芸
長
引
v
ん
る
こ

r｝
（
｛
幸
町
竹
久
へ
rん
｝
古
寺
師

移
住
促
窪
条
約
の
安
施
一
り
ナ
一
め
の
準
備
期
間
を
吋
ザ
、

x
B及
び

Y
閃
ば
、
同
条
約
に
従
い
、
九
九
五
町
山
口
久
凶
へ
の
格
任
品
望

者
U
A罪
集

r
選
考
を
M
F
貯

工

司

矢

札

l
、
締
枕
玉
］
間
と
ん
μ
高
y
戸

れ
九
九
問
戸

J

人
人
数
は
、

A
回
心
斗
間
一
J

A

子
人
M
4
4数
を
け
っ
ν

～
J
o
c
f一

丸
り
、
こ
れ
を
清
三
川
ヘ
ラ
工
務
は
な
い

X
函
で

f
h
A囚
＼
♂

防
相
性
に

FIE
に
に
ぷ
ゲ
ス
d
h

す
も
多
〈
、
存
え
、

f
h
河
格
、
什
Y
2弘
ど
ト
um

h
j

す
待
住
者
L

ど
A
岡
山
汽
っ
て
い

T
じ
他
刀
、

Y
凶
で
は
川
叫
ん
キ
毘

は
相
当
数
の
梓
ハ
バ
ャ
ベ
わ
ん
川
け
ず
れ
や
と
の
ベ
ー
が
、
翌
ノ
リ
以
降
は
、
川
本
昔
日

付
則
乏
人
政
の
ぺ
i
数
に
も
142？
な
J

状
況
が
払
い
マ
ー
へ
弐
凹

ι

ム
汁
片
付
に
は
、
次
の
一
十
一

J

な
一
寄
」
日
怠
る
／
寸
J

プ
旬
報
叫
が
な
さ

れ
f

m

d

V

A

邑－

rり
も
お
品
、
店
、
川
町
山
京

J

に
齢
、
む
、
出
正
、
少
し
で

J
L
び
住
f
u
b
一増
h
t
f」
什
る
た
め
、
ど
こ
数
ヰ
、
お
に
Y
川
の
少
数
民

族
に
「
ポ
オ
一

ω凶
見
に
つ

vc、
リ
ス
げ
再
出
な
成
多
注
む
尚
一
括
や
治
制
約
八
ハ

移
ι
F
K
行
が
れ
ご
い
る
」
山
品
九
九
一
同
に
お
い
て
は
、
二
円
一
山
う
に

し
て
浮
注
J
C
T

フ
れ
に
Y
囚
「
止
が
、
川
同
祁
市
部
の
件
孔
hwc
烹
宅
や

良
村
品
之
、
殺
し
し
忌
吋
J
F
J
も
こ
一
で
百
？
川
内

υ併
を
p

広
い
ら
れ
て
し

る
ur
回
日
り
主
川
へ
の
J
k
m

ハ
い
品
川
半
若
心
輪
、
込
れ
院
は
、
尚
一
山
川
、

Y
国

の
k

浴
か
ら
ー
又
一
？
に
の
短
冊
一
L

人
守
一
ニ
な
＼
九
三
の
排
他
だ
れ

が
本
域
、
r
L
E
χ
）
を
位
ぎ
り
、
日
hdLUι
綴
の
山
川
町
内
問
を
た
い
〆
つ

1
1

同
心

a
屯
こ
↓
入
山
一
リ
る
こ
い
つ
も
り

i
r
J
？
一
一
円
苓
人
）
以
｝
士
参

（：；~i<iki'' SS ('i :Joつ＇ I ;i38 c2l'＇，ぱ 1J 



Ｘ・Ｙ国境線Ｙ国境線 Ｙ・Ａ間運航経路Ａ間運航経路

Ｘ・ＹEEZ EEZ 境界線境界線

Ｘ国 Ａ国

Ｙ国

Ｘ・Ｙ国境線 Ｙ・Ａ間運航経路Ｘ国EEZ

Ｙ国EEZ

Ｘ・ＹEEZ 境界線

p

y港

a港

200カイリ線（……）



円
約
〆
）
一
）
会
（

Y
凶門氏、とか
W
U
L
A
三

f
の
フ
工
一
、
司
止
〈
一
〕
計

U

ち
の
者
は
、
7

て
の
他
心
Y
一
三
ヘ
パ
ζ

は
引
に
、
記
心
か
力
っ
た
恥

主
に
阪
離
ミ
札
、
之
市
山
ど
は
め
ム
れ
と
抗
慾
で
発
見
さ
れ
た
c

ー
す

わ
れ
山
中
引
ャ
4
h
を
2
1
ね
た
μ

こ
ろ
。
こ
れ
つ
の
菅
ば
、

μγ
に
ベ
ハ
二

救
助
vc
れ
「
告
と
司
維
の
こ
日
小
一
元
一
百
六

X
主
に
政
品
主
宗
一
立
た

と
心
部
一
汗
三
リ
＼
け
－
l

i

J

古
川
℃
は
、

s
v
J
W
よ
る
Y
凶
民
心
人
川

ヘ
心
的
送
れ
ゐ
が
奴
い
諒
攻
引
に
ら
は
当
「
る
可
花
笠
が
あ
る
と
山
川
削
L
、

京
全
一
に
町
民
評
さ
れ
て
い
た
、
王
以
む
淀
川
や
［
号
に
移
v
〆
た
。
一
三
た
、

rJP刊
誌
は
、
ム
わ
許
制
Y24
剖
査
UJ
必
支
で
あ
？
－
47Jλ
、
S
4
7
w凡

民
に
み
ん
）
て
、

xm山
一
に
よ
る
前
九
止
い
市
ず
れ
V

文
京
め

F

〕
こ
r

日
百
匹
」
長
は
こ
れ
に
江
主
に
t
U
P

〕
J

ー
め
、
門
戸
号
え
一
X
込
山
口
町
に

3

Mm寸
し
、
荒
山
一
日

L

r
一
こ
う
I
、
け
ろ
り
わ
子
市
ボ
組
員
p

一
来
客
の
ん
土
口
一
一
ζ
X

所
得
l
r六
支
｝
一
に
引
き
浪
、
ご
」
仁
、
一
Y
J
の
来
相
2
三
十
三
台
は
、

X
川

海
保
安
庁
に
l
る
江
戸
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送
条
約
1
V

同
一
九
抗

J

「
た
川
以
は
円
以
引
を
ぷ
め
る

こ
と
ほ
で
さ
ば
い

m
っ、

X
回
疋
一
二
人
川
は
、

Y
凶
バ
ソ
一
J

主
主
主

の
且
い
毛
可

ι
r
T
る
た
わ
む
倍
置
か
y

一
る
よ
F
J
h
一
壮
一
る
一
浩
王
国
及

び
九
川
出
は
、
て
の
ム
什
ロ
に
よ
り
、

Y
一－

m
z
d北井口出
y

バハ川町民いザ村川市
γ門

な
も
の
己
認
め
る
三
え
の
問
、

Y
同
ニ
の
悶
刊
聞
に
パ
ム
布
h
H
促進一

生
、
約
八
二
怯
の
迅
日
を
刊
す
る
た
め
の
♂
で
机
に
一
へ
っ
と
〈
合
格
付
促

韮
条
約
訂
正
一
店
が
什
ー
さ
れ
ナ
一

μ
幻
降
、

A
凶
は
、
私
件
当
件
pyf吋

お
し

γ
一
し
て
査
1
M
M
5
u

水
仕
け
ず
に
品
同
台
湾
一
完
結
し
た

γ
囚
「
ム
で

め
っ
て
も
い
ま
三
A

［

k

に
入
一
出
ヤ

v

て
ム
な
レ
討
を
／
内
抗
、

Y
一出か

J

の
み
住
主
語
Y
け
の
マ
人
同
ど
厄
ボ
ピ
ブ
ム
》
ド

X
国
及
川
ヘ

J主山川
f

い、

μー
の
挫
己
H
Y
日一五しと辺国川比一

Jι
司
u
h
h
人少一
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Y
回
円
足
い
い
［
、

Y
凶
二
一
札
い
て
開
計
八
説
か
あ
る
地
ハ
に
ば
、

Y
凶
二

仇
ザ

hw
ウ也
μ
円
台
。
三
日
棋
の
日
カ
ら
二
一
υ
日
日
の
ー
ま
で
に
、
異
説
山
十
一

hvγ

「7
1ノ1
Tつ
求
め
I
Z
こ
の
活
パ
川
芳

b
7にけ｛
γ

古
川
一
は
、
指
定
さ
れ

勺
央
議
ド
リ
胡
川
同
ぷ
H
4
i
l
た
戸
の
翌
？
ご
、
あ
て
ん
匂
ひ
f

五
午
八

円八七
U
、
不
陀
法
に
装
づ
J
L
L
F人
む
よ
民
茂
む
皆
で
パ
を
前
川
門
川
L
っ
つ
、

五
回
疋
d
u
k川
に
L
る
湾
住
民
立
社
的
心
達
町
停
止
述
パ
ロ
ピ
一
党
司
自

r

fω
旨
の
回
引
を
ぺ
元
L
K一一
J
X
M
及
び
A
日
は
、
一
へ
い
け
八
日
に
、
条
約

の
り
活
用
F
と
d
I宍
乞
Y
K一に
ι一山付
ν
、
三
不
点
、
八
月
刊
に

同
主
害
心
一
一
一
恒
を
確
認
し
た
九
同
は
、
二
コ
五
年
八
月

九
年
叫
に
、

A
m山
一
の
包
よ
い
に
一
へ
治
1

三一

y
m恥
認
し
り
に
宗
船
L

之
、
J

た、

ωゆ
件

什
g
J
T
汗
て
あ
る
、
I
R［
ん
の
人
司
一
J

K

桁
否
ぷ
一
c

｛
設
問
｝
設
別
に
お
け
る
、

Q

号

ω出
牝
h
J
り

S
コすのい
1
凶
辺
、
て
あ
7

匂

来
組
問
コ
ハ
u

有
門
ア
判
決
に
い
た
る
X
一
同
の
行
為
に
同
仁
、
凶
一
際
民
主
弘

のノ可

rr同
ず
る
す
凶
の
主
張
れ
半
「
台
一
一
中
、
：
」
〕
て
、
国
際
法
律

川
内
へ
し
有
侃
か
ふ
一
府
じ
な
さ
い
v

ま
た
、
一

f

（ム
E
Iヘ
門

口

の

A

山
内
に
よ
ブ
G
v
i
川
以
グ
入
国
紅
7
F

ムヤド
J

ぷ
め
つ
れ
ツ
ぬ
か
ど
有
力
と
ら
一
耐
じ
な

六
じ
い

ヤ1正 d斗 l主う！；；J試除問in

L
 

川A

X
凶、

Y
旦
及
口
主

U
山い、

dufれ
も

f
n旬
以
に
、
白
十
円

又
は
解
烈
宣
言
1
1
u
T
ァ
こ
な
ぐ
一
条
約
礼

P

一
閃
す
る
」
／
J

ン

条
朴
川
工
夫
仏
刊
誌
条
約

J

心
批
准
吉
乞
訂
正
L
、
同
条
約
は
、

同
年
中
川
こ
れ
司
V
J

一
凶
に
つ
し
て
允
効
1

J

h

f

（」

X
国
、
王
国
及
日
主
凶
刊
に
3
れ
1
3
二
／
一

t
f
iに
、
也
保

／
＼
ば
卸
4

釈｛
H

円
、
ど
付
与
一
こ
乙
守
、
一
み
け
法
に
問
ず
る
同
限
速
へ
一

弘
、
杭
（
コ
ム
A
f市川れ
U
J
叫
条
桁
又
は
一
弘
洋
一
一
位
弘
人
約
」
い
い

J

批
注

卓
三
む
と
合
託
、
け
長
約
百
、
同
年
中
に
こ
れ
〆
一
一
回
に
つ
ニ
よ
π

引
し
に

3

T
市
町
）
国
叫
ん
門
に
ゆ
れ

IJJ
亡
は
、
と
人
7
2
4
5
h
7
、
也
、
上
記
の
日

A
A
f
v
引
の
」
条
約
土
中
心
に
凶
廿
八
人
か
げ
h

え
ば
疋
1

円
以
誌
売
A与
に

は
奴
持
取
引
そ
の
能
人
骨
取
引
ご
出
川
一
n

る
凶
際
法
士
長

5
1
3
2
L

川久人川山山い
J

む
レ
木
川
？
お
い
二
、
一
奴
民
間
ー
に
は
一
以
忌
取
ヲ
」
ば
、
次
の

一
竹
沢
隷
条
約
、
九
二
六
’
斗
～
信
条
山
一
応
義
に
レ
λ

ー
以
北

如
受
リ
士
山
奴
可
立
ん
J

吋一一円
U
P
U－
、
理
制
7

J

て
点
ピ
支
え
な
ν

一
第
一
久
k

f

の
来
的
心
直
昭
よ
、
次
の
一
4
＋明日人中
1
4
さ
れ
る

い
以
油
引
い
い
、
は
、
店
、
仁
川
叫
IJ
て
所
品
店
E

に
料
い
う
一
止
は
「

1

べ
て
の
い
げ
結
げ
J
J

「
片
山
内
さ
れ
る
個
人
刀
防
法
／
ぷ
は
状
地
主

1

1

M

J

t

η

 

つ
］
似
い
ほ
正
只
」
は
次
C
L
の
が
ん
寸
い
ま
で
〈
U
M採
に
す
る
官

3

同
一
小
一
七
三
日
人
内
部
品
惜
し
弘
伊
J

V

F
人
は
処
甘
す
今
一
一
ノ
一
ー

に
か
か
わ
る
」
2

へ
て
の
行
為
、
個
人
工
作
一
1
3民
し
止
法
交
換
ー
一

η13
 

る
川
門
的
小
一
4J
コ
に
勾
川
lhuγ

持
得
す
る
こ
こ
に
か
カ
？
令
F
べ

L
J

て
？
η方
、
土
ソ
門
三
人
は
交
校
ι
片
的
ー
に
て
獲
得
さ
れ
た
収
お

設
の

Z
π
r人
法
交
陥
m
h
工
り
に
～
八
刀
を
す
る
づ
、
、
の
行
九
、
い
け

fw
一
日
に
、
般
に
、
収
誌
の
完
買
又
は
判
阜
の
す
べ

L
心
行

fy
A
ノ

九

」

臥

f
J
h
日
t
の
弘
、
持
立
の
際
ご
学
川
ず
か
ム
布
不
し
に
－
ア
キ
p
f
f
へし

「, 



ん
尚
当
JR外
の
同
窓
に
凶
符
ず
る

f
要
は
右
い
）
般
に
、
一
夜
半
太
め
点

に
け
一
十
一
習
三
守
？
～
一
つ

F
7
7
1
む
古
当
店
外
♂
山
涯
に

FMA門
ず
る

必
支
が
あ
る
？
と
骨
／
」
、
回
答
ん
と
に
～
助
人
口
に
芯
い
て
、
そ
の
回
答

に
該
り
い
あ
ア
）
土
し
と
ふ
e

h

は
戸
の
J
川
内
総
）
ば
L
4
4
い

え
ノ
ロ
山
条
ず
ん

X
市
茂
へ
υ
V
玉
カ
っ
A
川
へ
お
桟
住
人
所
促
主
ず
る
～
め

の九
J
h
A

山
」
－
へ
王
？
人
一

X
山田、

Y
円
以
此
び
主
凶
は
、

X
Z万
F
υ
V

ムA
一
の
一
国
一
民
が

A
1
に日付
c
h
j
る
こ
と
を
促
主
」
l

る
F
U

G
－F
川
与
の
利
牝
に
否
ア
る
こ
一
ヲ
ヶ
J
弘
信
し
、
主
ω
臥
移
住
が
、

x川川

及
Jげ

U
Y
M
の
川
、
の
一
一
川
な
H
u

ち
い
＃
戸
、
つ
い
は
『
れ
ば
な
ら
オ
、

か
な
る
強
制
も
あ
コ
て
は
な
ら
な
い
日
一
と
か
出
場

1

出、

次
の
週
刊
，
協
定
し
に

第
一
手
人
格
性
犯
主
の
た
め
の
措
指
戸

l

N
約
川
河
、
こ
の
条
約
の
一
決
定
t
従
い
、

x回
投
び

Y
凶
勺
J

に
り
ミ
門
〈
心
浮
世
士
促
主
一
る

A

礼
町
の
払
置
を
と
る

2

A

同
は

X
凶
及
U
V
同
ニ
間
引
に
協

V

－－F
J
て、

X
E及
び

Y
同
日
円

A
同
～
移
口
、
4

3

J

刊叩＋

7
r
c
ι

（
以
内
移
住
希
同
一

者
」
レ
い
う
〉
十
寸
附
乏
『
人
数
一
以
内
l

一
年
間
す
λ

一
人
数
」
介

一γ寸
J
J
J

、ん
d
J
M
山セ止、』匂マ《勺

J

～t

X
同
九
九

Y
凶
は
、
山
同
ヘ
J

｛
疋
ん
や
手
続
に
従
い
、
訪
日
vb何

年
間
告
人
数
ど
川
口
同
町
仙
r

L

L

I
、
移
行
為
相
者
小

J

事
集
、
出
比
苓
M
A

FU
川九｛と？
1

h
ト

ヘ
一
円
は
、
移
住
稲
山
町
高
二
本
注
資
格
J

ケ
刊
ワ
一
oJ
る
も
の
ζ

す

τ 

プ。2

均
フ

J

去
、
移
住
要
件
及
び
移
行
戸
市
望
者
に
川
ん
寸
る
日
汁
百
一

i

移
住
へ
や
持
者
う
治
た
よ

J

べ
さ
出
火
件
以
下
私
件
当
件
て
－

い
う
J

は

X
固
と
A
凶
、
〕
の
問
、
及
び

Y
同
乙
九
閃
〆
の

川
刊
で
矧
に
v
山
川
結
ゲ
る
高
υ
店
協
定
一
七
淀
川
る
υ

た
ど
’
づ
格
自
品

川高
M

白川い、

V

ヘ
同
vへ
は
主
回
心
同
比
に
町
出
ツ
匂
れ

2

X
凶
及
び
、
同
は
、
持
主
希
主
主
心
快
走
に
止
の
こ

J

て
、
移

住
品
4T一
汁
が
前
泊
J

む
移
む
古
川
け
を
抗

γ
〆
て
い
る
こ
一
を
時
烹

し
れ
叫
け
れ
ば
な
つ
な
い
。
「
の
ほ
晶
を
↑
J

ん
け
た
移
れ
い
柄
拘
山
＋
者
の

ソ
ス
ー
は
、
］
明
記
ー
す
る
主
同
封
と
と
も
に
人
出
に
送
什
さ
れ
る
も

り
と
〆
、

A
河
に
お
に
t
所
要
川
一
体
引
を
行
う
ん

うJ

A
凶
は
、
計
哀
れ
寄
A

げ
志
つ
い
て
奇
住
吉

ι主
満
に
し
て

い
る
こ
〈
ざ
依
必

ζ
～
す
に
対
人
4
J
A
札
び
点
、
と
資
山
市
叶
L
J
一社

刷
吋
？
？
i
J
P

一戸
μ
J
d
f
J
ム勺

f

A
凶
は
、
前
t
引の

hv一Z
及
び
水
口
午
け
ん
J

汽
栴
付

7
E町
内
ら
え
詰
持

す
る
苫
か
ハ
一
間
に
到
若
し
入
場
ム
け
に
は
、
て
礼
一

J

市川
rん刊の入一出

を
認
め
る
も
の
う
ご
匂
じ
た
だ
し
、

A
ぃ刊一

U

丸一、
uj
一
利
蛍
抗
日
十
守

一ぃd
r
円
高
ど
党
給
さ
れ
一
一
者
と
p
v
k

れ
む
所
持
寸
£
日
が
更
は
る

場
ん
口
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

一
へ
九
回
以
前
尽
の
足
定
山
主
吋
い
一
）
入
凶
し
た
〉
1

へW
いM
r

針
作
件
者
一
己
L
Pつ
の

A
一
苦
心
干
ム
ム
～
心
血
川
及
U
U
M忙

を
－
、
き
る
限
り
、
介
易
岱
も
の
と
「
る

第
3upふ円い！一

H
ご
い
～
よ
る
持
主
v
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X
刷
川
史
び
Y
凶
か
コ
A
同
へ
の
作
仲
立
は
、
引
が
注
品
望
ー
の
凶

川
日
ロ
ロ
に
三
台
J

も
の
1

ドサる「

、】

xd川
北
び
Y
川
出
は
、
存
体
詑
竿
苦
心
井
一
匹
、
主
計
）
及
び
決
定

お
い
て
、
碍
仕
が
円
一
二
号
白
川
町
円
向
、
岩
間
T
一
基
づ
く
も
の
で
あ

λ
こ
日
－
4
Z
乙は
5
4
1
J
h
u
η

れ河川」
J

つ
な
い

t
x阿川品川、
Y
凶
は
、
持
作
花
沼
者
C
Jず
末
、
直
υ

芳
、
決
定
止

び
れ
判
足
て
の
他
門
し
い
か
な
る
段
時
、
け
て
も
、

μ」
的
粁
乙
L

Y
る
ρ
点
ん
ば
る
強
引
る
な
い
一
寸
7
除
決
す
る

4

ミ
出
川
ば
、
弓
住
村
吉
川
向
山
若
田
山
手
J

I

小
し
一
地
ぷ
「
－
に
は
、
移

じ
者
引
い
［
臼
］
に
γ
片
品
こ
」
を
時
げ
て
は
は
ム

b
h

第
4
条
一
候
件
花
8
4
7

者
三
野
洋
ノ
）

－
将
約
問
は
、
移
日
立
希
忠
信
の
輸
措
ぷ
丈
夫
士
一
行
オ
れ
る
こ

一
一
広
川
内
す
る
占
〕
JJ
ワ
バ
J

置
を
、
｝
0

2

4
和
約
川
河
、
移
住
表
明
討
中
〈
附
間
立
「
フ
プ
勺
部
川
問
、
航
空
ほ
り
r

の

他
心
輸
送
時
一
間
同
日
円
前
な
約
v
T
ト
シ
一
庇
戸
し
て
は
な
ら
な
い

日
約
約
川
J

口
、
ね
に
、
移
ド
品
望
者
一
一
足
輸
入
1
1ャ
船
舵
の
陥
山
問
、

字
国
ム
ヤ
の
他
、
w
愉
送
山
害
行
お
か
～
し
て
は
な
ら
引
い

J

第
5
条
一
夕
刊
約
七
肢
の
川
町
門
口
の
決
ピ

お
n

－
条
第
l
h
引
に
ー
ポ
め
る
実
施
協
定
（
υ
判
、
二
川
来
引
い
山
一
定
的

に
必
裂
な
釧
ド
h

は、

U
N
約
川
川
の
台
三

L
J

り
以
定
す
プ
幻

J

第
6
条
一
有
山
勾
明
間

J

｝

と
の
条
f

刈
心
七
一
効
日
間
は
、
〈
リ
i

｝r
A
V
ド
律
的
回
は
、
ー

の
4

行
川
切
羽
川
川
が
－
同
J
L
V
た
伎
は
、
純
へ
い
給
約
同
に

So
一
令
書
而
と

ヤ1正 d斗 l主う！；；J試除問in

一
よ
る
辿
川
口
に
4
り

e

い
ノ
で
も
と
り
条
約
三
今
一
廃
悼
ん
す
る
こ
こ

m
で

吉
川
℃
完
売
は
、
当

l

以
他
心
怖
約
十
日
、

4
リ
明
代
ず
品
叫
ん
一
を
ゴ
信
三
九

J
h
J
レJ

八
こ
引
の
己
に
も
丸
「
ん
ι
パム
Jfuc

官
マ
同
襟
私
法
1

長
出
向
、
早
助
教
山
花

川
品
ト
の
一
件
謎
何
を
ム
叩
内
、
笥
ど
い
付
ロ
ー
な
さ
い

J

日

λ
山
刀
、
バ
土
ス
タ
ユ
囚
話
一
と
日
f
久
、
円
J

木
凶
籍
）
の
ド
ヘ
婦
が

A
心
的
手
、
紀
一
両
人
と
、
、
パ
ヰ
ヌ
勿
ン
国
詰
－
の
子
供
ど
（
パ
ヰ

ス
タ
／
一
よ
一
却
和
）
を
」
〕
）
ム
j

i

討」
J

かんいノで州民
1

川
る
こ
日
一
」
ぱ
わ
＼

五
1
（
り
』
売
さ
に
わ
に
り
仁
乙
I

－
本
ー
で
京
民
間
快
の
止
併
を
ね
け
て

し
る
了
什
、
の
い
な
レ

A
E夫
羽
は
じ
を
交
了

v
Lーだレ
ζ

早
川

勺
い
る
し
〈
こ
7

つ、
F

？ス一
7

ノ
弘
教
対
で
あ
る
パ
土
ス
夕
、
一
一
ト
禿
了

縁
組
（
り
制
夜
は
日
め
ら
れ
て
い
な
い
ρ

7

1

木
の
抜
本
h

川
に
長
子
縁

押
れ
一
日
リ
申
’

d

す
し
が
い
官
担
さ
れ
た
は
羽
ノ
口
、

A
、
お
そ
れ
ど
わ
ノ
一

L
と
乃
話
J
絞
い
か
い
ば
ぷ
め
つ
れ
る
だ
ろ
う
h
c

問
題
し
な
る
点
中

ふ一一にい
p
d
hり戸山門戸
l

」一
2

一
グ
ル
刊
例
Y
A
も
υ
U
J
O
口
に
人
て
あ
っ
三
川
病
人
口
は
！
う
か

二
、
同
即
応
弘
法
十
の
小
一
序
～
ノ
一
い
て
前
七
d
c

曹

マ

ハ

品

際

取

引

決

好

い

引

委

主

教

校

ムペリ
M
f
b

例
シ
尋
問
v

d

亡、

λ
の
顧
問
弁
護
ー
に
な
っ
た
つ
も
り
之
、

の
l
ひ
っ
2
の
問
告
に
わ
か
り
ね
一
ご
芯

p
q
古
い
結
論
バ
一
げ
で
は

は
／
＼

M
A日
叫
ん
怖
い
炉
、
拠
ψ
一
工
2
と
－
な
お
、

hMmカ
ら
は
市
ら
か
で

は
な
い
事
f
バF
L
文
ま
ん
一
ば

w
i一μ
知
J

て
い
る
l

〈
川
口
わ
れ
る
逗
u
k
h
A
山下実

～u
つ
い
て

ι、
て
の
ヘ
H
持
叩
し
て
論
お

JZQ
ニャし

（臥y、記、了） ,,, ［「ラ Fi) 1仁川5、：OGc I i 



X
日
消
泊
の
愉
山
川
肌
λ
T
F
牛
来
、
ご
匂
Y

H

オ
ー
の
株
人
会
社
へ
口
上
半
以

外
に
川
区
f
Uで
す
か
ハ
が
な
い
一

f
応
ぃ
、

viげ

h
G
J
カ
ナ
ル
巾
に
木
JMか

んけ
V

州
知
（
U
n
以十干すい

J

を
4
4
K
L
L

可
る
じ
国
民
f

へ
（
G
円
以
外
に
は
fυ
告
示

一
昨
が
む
い
一
仁
ふ
わ
る

xf
、Y
法
卒
年
同
月
、

V
A

を
充
じ
よ
、
、
Y
を

リ
円
デ
乙
二
三
つ

vFn
－
が
の
古
川
円
契
約
三
締
結
L
～
一
以
下
以
長

E
約
款
お
よ
び
支
出
む
款
の

Jr軌川
I
Fヲ
ド
な
お
、
心
同
は
国
際

杓
川
河
史
料
約
に
隠
す
る
凶
提
条
約
の
締
約
同
て
ふ
る

出
旦
ー
円
八
一
物
円
ぷ
治

S
納
〆
、
ド
人
昨
悌
一
宍
～
ハ
ラ
ー
ヌ

訂
代
〆
f

一
じ
り
つ
万
円

た
だ
、
じ
F
R
カ
」
ル
叩
括
へ
同

J

お
、
宮
型
店
れ
は
知
人
約
価
格
幻

お
と
す
る
）

出
一

J

き
の
〆
一
お
わ
ん
刀
却
し
て
v件
三
六
人
以
し
一
C
F
R
カ
十
ル
、

1

（
（
イ
ン
コ
タ
；
ム
フ
ソ

0
0
0
i
rーふる一

A
A
L十
八
月
二
れ
川
、

ハ
パ
ケ
之
、
同
年
七
月
ハ
己
、
リ
け
J

F

プ

川

I
L
J
J
リ
メ
ハ
丹
持
部
万
一
1

ど
九
点
し
市
〈
詑
術
品
廿
信
肝
l
h
こ
一
あ
る

法九円

l
i、
（
小
仁
C
n
γ
3
0
0
4九
一
引
に
；
る
三

一
引
史
的
の
司
拠
法
ば
本
い
う
し
、
打
人
的
か
り
4
じ
｝
紛
予
川
、

日
A

九
十
目
白
」
件
衣
協
会
十
八
以
支
部
℃
刊
伏
に
L

亡
り
町
決
寸
る
〔

X
は
t

ハ
片
一
苛
「
1
に
商
品
川
γ

」
船
什
恨
み
一
、
』
川
iu法～
2
2八
三
／
コ
商
品

ム
ゲ
々
が
什
恨
み
し
＋
ュ
ピ
の
め
出
証
券
の
発
行
士
交
庁
、
こ
れ
を
Y
に
父
h
h

i
f
、1
ふU
一「
J

汀
〈
一

uに
こ
引
、
υ

土
も
γふ
3

k

J

司口山｝一〕↑山山！小
χ
V
戸～（

Y
は
同
円
ず
二
〔
リ
、
H

に
X
に
吋
1

、寸、

ブ

r
ク
ス
て
口
凶

J

辿
川
し
4

団
叩
士
し
ん

F

－3
、ゆ1
幻…〉、

X
ば」刊～
1U
？」〆
μ
 

｝
 

戸
、
従
択
γ
ヘ吟ーな
L

戸
は

q
f
、
品
質
の
劣
ア
Q

Q

本
諒
込
」

附
品
川
パ
は
桁
半
羽
ー
な
る
か
」
引
き
渋
L

一
し
い
う
の
で
丸
る
「
へ

パ
リ
取
引
に
へ
川
崎
つ
シ
一
f
j
J主
主
治
朱
件
一
三
あ
り
、
加
州
一
訂
山
か
に
は

一
口
山
知
山
な
い
じ
則
細
川
d

M

川
送
人
の
抗
供

μ

「
首
「
、
不
泊
五
日
」

人つコ副主再シ心わ
υ
て
い
た
。

ー
は
七
月
」
立
の
5
M
M
Y
J
W
A

な、げれて

p

、
、
内
本
ヘ
吟
訟
」
ん
J

れ
い
人
、
引
い
て
生
惜
し
て
v

ん
が
、

y
n
y
J
山
仏
川
出
夕
刊
で
ふ
る
れ
銀
行
い
ら

れ
附
状
一

F
J心
選
河
が
人
？
り
っ
た
の
で
、
ホ
日
に
船
出
み

L
ハパ

マ
）
伝
作
市
川
べ
尚
一
h
M
F判
定
れ
は
、
日
銭
行
の
ミ
ス
に
よ
る
よ
u
m
V
J
戸

あ
〉
ら

Y
は
阿
片
〕
口
に

X
に
川
引
い
合
わ
ぜ
て
恥
ぷ
λ
J
M
切

？
っ
ご
）
し
〈
を
ド
ル
ザ
、

4
H二
一
ヘ
ヘ
ヘ
ド
d

f

ぃ
ー
ま
で
に
剖
山
P

一村く
J
F

ノ
に
批
内
恒
一
一
ワ
ハ
ケ
ス
一
（
ひ
り
円
）
で
立
る
か
ま

h
t

は
値
引
き
条
件
二
口
日
以
時
h
u
u

〉
ヘ
／
J

バ
円
、
そ
の
後
一
日

直
れ
る
F

与
に
口
万
刊
誌
2

つ
値
一
出
組
合
担
問
男

J

、
八
月
！
？
ま
と

ζ
収

わ
が
か
ふ
い
必
八
口
乙

μ
荒川おらえ一前除
L
℃、

X
に
Y
の
晴
山
町
北
刊
一
、

び
v

k
転
士
川
一
ー
か
ら
L

守
主
さ
れ
る
あ
〉
ゆ
る
沼
市
古
賠
償
泊
川
l

ス

L
1
4
2

引
き
↑
JA
け
る
も
の
と
了
る

J

の
受
げ
人
わ
を
ま
ボ
L
h」
一
五
が

門
川
パ
叶
刊
誌
、
片
足
F
Y

の
怯
初
日
八
河
川
け
な
心
丹
、
、

U
玉
］
に
は
一
九
日

以リ
H
U
刈
若
し
r

ぼ
F
G
l

判
J
J

航
古
語
均
川
地
人
口
は
ほ
ぼ
旬
己
主
民

日

L
止
山
亡
、
「
し
凶
に
は
発
武
己
当
I

－
ご
到
必
ず
る

J

へ
〆
ご
の
山
、
山
の
刊
明
〈
U

に
つ
し
て
、

J
L
L
」れ＼

ι
4

のし門司
9
4
Q
3ふ

め
U

れ
る
町
三

Y
は
で
え
に
Y
L
v
k
じ
囚
山
品
川
川
市
℃
訴
え
を
抗
日
正
し
、

'" 

（：；~i<iki'' SS ('i 353' Li'6 c2l'＇，ぱ 1J 

Ii. 



高等可it、F当，，f，＇＇〆

4
Tは
1
分
に
つ
し

L
X
円
前
夜
w
f履
行
ゃ
出
店
、
ず
る
指
害
地

償
J

ケ
一
主
八
十
る
吋

川J

E
ロ
X
に
汁
し
て
み
7
7
、
沖
ぷ
の
平
J

宇
土
旬
／
、

λ
月

斗

ー
引
ほ
し
介
に
つ
い
て
X
の
出
務
不
思
行
」
川
州
出
と
す
る
指
す
〔
蛤
慣

を
請
求
す
？
～
。

p

t
月
二
五
口
に
け
う
誌

γ
4約
定

J

二
分
w

つ
い
て
、

X
は
Y
の

ι自
便
ハ
刊
4
刈
寸
寸
｝
は
快
引
き
の
い
久
j
小人
y
～
婦
人
汁
人
引
い
る
べ
き
か
f

wv
経

済

法

式

出

邦

古

此

数

段

A
出、

t
p
h
w

レ
ペ

l
ク

メ

カ

l

一
抗
日
）
（
Y
j〈ム性
C
あ

h
、
当
該
～

L
ヘ

ク
y

心
深
一
寸
百
幼
ヤ
お
れ
こ

J

つ
〉
、
悔
す
部
門
｛
幻

ぬ
士
、
戸
行
っ
て
い
こ
r

ニ
レ
ベ

l
p
d
J
l
刀
似
47
出
検
分
Fdbh
、
A
モム口

作

工

レ

ベ

々

メ
l
力
）
？
庁
人
員
し
に
保
守
辛
苦
メ

l
力
l
J糸川内

J
へん守）

iid

ハ
リ
汁
で
ん
に
%
の
ン
ニ
？
ル
ワ
め
、
守
う
で
な
い
町
立
で
か

保
守
主
者
間
一

U
W
バ
刀
、
ン
コ
ア
を
J
め
て
い
一
一
、
」

L
ば
第
一
貯
の
ン
J

q

で
あ
り
一
ー

τ
沈
U

小
、
的
立
系
保
J
芸ヌパ一
h

ミ
と
り
お
2uを
仕
入
れ
保

J
庁
検
京
税
γ

ム
リ
っ
て
き
た
の
と
あ
令
が
、
ミ
は
部
ロ
M
U
λ

川ソ川い
H

ハ給シ一

止
め
る

E
の
方
針
を
苅
ん
一
二
日
咋
州
市
上
一
七
乙

A
：
よ
れ
ゴ
之
の
担
片
山
、

ヱ
レ
ペ
ダ

O
J
K
Aニ
バ
い
を
倍
以
「
る
一

γ
こ
で
、
や
兵
心
ブ
ノ
一
ブ
J

ド
f

メ
l
ジ
中
古
川
め
る
こ
と
に
品
。
ー
と
1

二つ
P
A
C
刀
引
に
づ
い
て
、
市
町
柿

叫：
l
r
L
一

5
2ヲ
古

F

〆：

V
知
的
剥
霊
法
1

芳
、
宮
戎
荷
投
い
日

ー
チ
ャ
内
ム
合
金
、
十
」
店
し
る
一
と
り
ど
ι
ー一哉と

r
J
5
メ
ガ
才
ノ
レ

1

ム
の
元
日
ョ
（
い
U

h

、
一
党
円
九
九
九
一

ζ

よノ
F

と
そ
の
担
ゐ
方
法
の
発

ヤ1正 d斗 l主う！；；J試除問in

川
一
C
T
、
一
克
明
。
」
、
し
ょ
一
を
公
し
ご
又
は
、
発
明
～
つ

い
て
の
科
手
出
血
z
心ア一
Lι

「
引
～
一
日
刊
一
一
b
a
の
指
針
何
人
記
什
さ
れ
た

発
明
り
詳
納
入
以
印
刷
に
は
、
光
明
u
と
八
光
明
1

れが

U
哉
さ
札
、

ρ
たし

ム
ヤ
心
役
、

X
は
、
長
ノ
明
l
J
包
必
良
し
た
、
告
r
L
市
川
を
コ
テ
イ
／
グ

γ一Fh
γ

れ
合
会
ー
一
旬
、
4

ハ
ご
日
主
将
散
一
十
司
令
J
A

心

プ

プ

レ
ム
ヨ
浩
刊
守
仇

I
、
、
L
刊
c

u

二
つ
つ
一
手
E
U
L
｝
ド

一

、

J

r

j

j

r

h

i

i

l

l
x
ι
、
引
許
向
山
山
畑
α
の
出
願
口
ル
ー
か
ら
ハ
今
月
段
～
、
バ
ザ
ル
マ

b
A次
び
此
札
叩

m
t
に
つ
い
こ
も
判
－
一
υ
を
ペ
ヘ
け
た
い
乙
〆
ノ
ん
～
場
合
、

ど
の
よ
二
ー
手
段
を
心
。
こ
r

」
が
で
き
る
か

日

特

72M日以
α
の
川
嶋
の
ロ
ト
ら
一
心
う
片
後
7

～
め
れ
は
、
乙
A
j

o
－
－
は
、
↓
ノ
一
コ
川
刊
凶
月

I

－P

、

ア

1
一イツ
H

ン
波
わ
党

川
町
以
下
、
一
に
刊
発
明
一
！
〕
い
う
一
に
つ
い
て
村
井
町
岨
ル
し
、
－

一一
U

U

E

八
只
一
戸
に
佐
官
恒
の
一

zqLr一掃討
h

h

l

一

本

件

官

川

町
y

一
い
ー
の
た
引
を
な
L
一
Y
は
、
一
ペ
、

R
i
ム
月
一
八
回
二
、

7

h
L
4
日
系
当
日
に
汁
し

f
1
c
c光
明
円
支
持
山
ご
ざ
ハ
了
三

i

J

ゾ
ー

叫

U
J
f
x

（
以
、

7
R
h山
町
一
、

1
1－
u
－5
i叶
刊
を
交
付
し
、
以3

 

y
g
長
込
主
吋
、
J
d

に

Z
L仏
、
九
誌
な
渋
川
川
ζ

総
へ
1
d
k
民
込
設
し
「
；

耐
え
言
、
ぇ
、
同
住
斗
円
一
己
寸
と
れ
、

7
1
マ
γ

寸l
l
J
崎
山
製
三
一
ω

1
て
、
す
に
一
一
人
L
e
y
は

、

「

礼

を

以

売

し

て

川

る

い

け

古川
M

P

H

サ
松
件
ψ
一
政
主
「
コ
ァ
夕
刊
為
ば
、

X
心
引
許
持
の
佼
存
と

fy
A
ノ

な
る
J
V

臥

ペ
ヘ
ノ
五
午
八
月
一
月
口
、
ど
が
似
需
し
作
一
ん
同
行
、

フ

γ
は
、
｝
口



ら
ム
勺
物
川
内
J

4

今一
H
h
浩
一
し
】
l

ひっ、♂

ιり
え
て
い
る
）
、
ι

ぷ
J
j
J守
羽
位
一
一

N
M
P

造
1
v

版
売
す
る
以
ぺ
口
、
り
r
」
の
行
ぺ
川
げ
h

～
｛

X
小↑特
ι

一！
4
件－小り

υげ）
ι
 
4
 

一
H
 

z川

v情
報
法

ι刊
心
巾
秀
叫
克
数
吋
内

守

lh
丘
町
心
発
fh部
数
に
つ
い
三
大
手
会
一
忠
紙
の
J
く
つ

b
m
日
時
ロ
〆

品
川
μ

て
い
命
現
状
十
一
踏
ま
、
え
て
、
次
の
上
、
7
な
内
容
心
丸
、
日
向
合
条

3
L
H
r
J
る
一
新
聞
法
一

J
U削
ん
き
札
ん
乙
－
3

る
υ

こ
の
引
出
向
法
の
台
中
市
L

設
に
コ

ρ
て
ヘ
川
じ
ん
ぱ
r
心
い

新
聞
仏
」

C

C
は
、
あ
る
新
聞
仕
の
販
売
出
バ
ペ
川
市
川
崎
心
三

〉
%
の
〆
一
二
を
I

止
る
か
、
上
位
二
つ
の
J
i同
社
の
い
則
元
部
数
が

J
I
－－L
L

山
崎
川
什
つ
%
の
、
J

ム
ア
古
山
め
た
場
ム
、
J
刊
」
？
災
一
知
潤
社
ば

布
場
一
仇
c
m
担
円
し
一
）
い
る
支
配
的
抗
り
」
宇
品
。
ニ
み
山
吉
札
る

あ
免

rmqjが
ー
ヌ
出
向
池
い
に
あ
る
日
芯
か
を
把
ぃ
叫
す
る
た
め

の
監
哲
版
関
L
f
1
J
て
、
「
刺
聞
安
R

J

Y

C

L

い
う
独
ウ
↑
政
L
A
I
R
会

が
九
一
年
仰
ぎ
札
る
す
べ
て
い
り
剖
同
行
、
は
、
阪
ぷ
お
数
ゃ
に
r

口
収
人

ぱ
ど
の
恒
三
泊
報
乞
新
聞
示
ノ
白
川
会
に
同
パ
ロ
ア
メ
表
務
う
認
さ
礼
ァ
ハ
リ

J

A
条
支
配
的
也
町
に
あ
る
剥
聞
社
ば
、
紙
日
心
剖
を
地
方
版

A

地
右
足
。
立
誌
は
日
一
位
に
な
さ
れ
日
し
勺
も
小
J
と
寸
る
）
に
h
J

）
、
な
け
れ
子
、
hJ
ハに引い。

2
1尽
に
つ
い
て
は
み
決
金
主
哨
J甘
さ
山

乞J

B 

"・ べ

ム
円
い
ハ
世
間
勺
一
一
戸
間
仕
の
経
一
戸
心
一
女
｛
ム
ヶ
化
古
川
る
～
山
町
、
支
円
屯

附
だ
ν
w
あ
る
引
聞
社
は
、
副
問
時
読
む
戸
別
訓
話
、
主
て
は
日

λ

んJ
O
J

宇一
J
人
こ
っ

ρ
戸

L

、円川が
h
Y
2
丸一人寸ヲ
3
V
J

I

L

l

7

λ

o

v

i

l

l

－

－

－

1
1
1
 

V
環

境

法

松

本

和

序

教

Mrt

TJ川
〕
出
｝
守
川
支
流
企
物
処
一
点
紘
設
か
ず
v
E
E
1

ょ
う
！
｝
ず
る
y
”
は
、
将
司

荒
川
司
処
迎
伝
芯
斗
長
二
一
社
に
よ
打
、

dAm宣
バ
川
市
一
m
J乙十
Q
W一ur

パ
ふ
浩
司
店
長
わ
す
刊
を
L

J

包
行
い
、
そ
の
桁
忠
zγ
一
つ
山
載
し
一
に
戸
類
布
、

川
詞
時
に
都
、
山
滑
に
1
5
J
に
一
徒
出

L
な
け
れ
ー
な
ら
な

v
一一斤

4
1
由
再
出
円
ぃ
医
科
調
査
の
八
め
の
「
調
査
広
い
れ
」
は
、
出
来
山
市
処
用
法

施
行
規
則
m
m
h
w
λ

の

に

h
m
T小
♂
れ
て
る
こ
の
こ
と

i
時
ま

以
下
）
一
一
行
川
一
山

J

に
お
え
な
さ
U
o

－
小
間
1

g

q
埠
門
町
村
ソ
一
戸
刑
法
及
ロ
ド
法
施
汀
勺
に
一
よ
れ

ei

ニ
C
ヘ

ク
タ
マ
ル
以
上
の
産
米
莞
守
川
判
長
終
泊
分
i

？
L

つ
い
に
は
、
川
尽
ム
ZV

民
寄
付
一
引
は
れ
法
〈
1
J

環
境
反
響
計
伝
手
流
が
と
勺
一
一
れ
な
い
れ
ば
な
つ
な

い
こ
、
一
に

i
っ
、
い
F

匂

ュ

ハ

ヘ

ク

ヤ

江

M
u
tり
正
主
廃
誕
羽

毘
終
処
分
川
崎
の
戎
世
が
問
題
乙
？
な
る
は
羽
ノ
ロ
に
お
い
て
、
市
山
川
市
物
処

理
法
乃
作
活
環
境
川
，

hm
調
作
と
尽
山
也
記
軍
一
計
何
土
、
口
球
増
ん
り
ん
叫
い
計

加
は
ど
の
い
T
つ
な
問
仰
い
げ
叫
に
っ
こ
こ
と
な
る
む
カ

｛小川町
J

F

用す一
A

物
処
川
J
A

百
行
規
則
叫
品
店
一
宏
の
の
定
ん
の
る

4
1山
45崎
影
響
耐
久
い
」
の
た
め
り
一
調
合
F
M
以
七
二
辻
、
！
日
坑

汚
渋
に
山
ノ
主
引
が
み
は
川
ら
れ
て

ir
な
し
そ
こ
で
、
あ
る
都
道

府
県
が
よ
壊
的
染
十
」

1
一
品
内
羽
円
一
に
ん
寸
め
る
山
別
の
条
例
中
制

定
し
工
よ
ー
と
l
J
＼
い
る
じ
と
の
ケ
フ
公
杭
山

L
条
例
ば
消
I
h
かじ

（
小
出

3
）
事
交
物
処
一
民
法
治
ム
ア
矢
よ
況
は
、
附
荒
川
品
、
ト
八
物
処
F

H

施
設
の
設
置
日
日
刊
詰
心
い
い
問
、
利
台
関
係
人
目
附
比
二
～
、
主
前

ぷ
山
M
d
山
知
事
乙
牛
治
川
市
立
の
保
全

t
心
見
1
4
か
ら
の
品
円
滑
？
λ
一

（：；~i<iki'' SS ('i 39つ＇ Li'8 c2l'・.ぱ



高等可it、F当，，f，＇＇〆

持
出
す
る
こ
と
」
を
認
め
て
い
る
乙

L
A
！
日
Z
E
L汀川町中
f

詰
め
合

同
、
た
L

一X
利
害
%
以
間
人
て
品
、
ト
も
、

H
b
見
を
述
、
／
v
役’↓討は

認リグ
J
F
J

れ
て
い
な
い
f

そ
こ
で
、
あ
る
都
主
府
県
中
庁
J

泊
環
境

リ
存
型
前
査
」
の
同
f
と
の
日
止
説
明
会
の
問
UL中
日
己
主
引
川
西
げ
い
に

土
問
符
づ
ハ
「
、
カ
ヘ

J

、
F

千
川
球
場
影
幹
事
査
」
門
科
史
ん
シ
ヲ

l

山哉、
d

た
書
泊
w

什
一
は
住
民
心
J
M

見
古
ht
添
い
い
ず
の
よ
う
衣
J
M
U

つ
日
る
に

引
の
奈
川
叫
を
制
疋
L
f
z
c
L
L
い
る
ι

こ
の
よ
う
し
げ
か
］
社
の
上

兵
士
壬
例
は
宮
市
汗

長
良
条
げ
と

同
北
十
一
物
処
…
一
一
向
第
ム
ネ
沢
（
産

u
p

売
禁
物
担
当
施
設
）
や
陥

｛第
2
問｝万一』「山川山中川ム
j
A
J
ノ
々
ル
氏
、
不
可
j

引
ノ
メ
ノ
三
官
、
白
蛇

早川
j
H
イ
ウ
ル
出
の
一
つ
一
心
中
、
世
の
中
亡
、
拡
大
川
1
4背
責
任

の川川
4
川
i
i
d

ノ
デ
れ
そ
れ
ν
一
ザ
－
で
つ
に
丘
公
化
さ
れ
て
い
F
G
カ
ピ
説
明
L

L
A
A
ミ
L

い
c

ム
ヘ
シ
凶
朱
十
九
え
）

日
行
口
命
包
相
手
リ
寸
イ
ケ
九

J
J

一
穴
什
パ
ル
旦
件
、
r
l
ル
「
る
へ
刀
別
以
集
及
川
山
丹

内
品
作
i
r

引
促
准
一
方
一
間
F
J
A
M
J
、
山
間
士
、
系
吊
し
リ
引
J

ク
ル
ー
一
山
一
特
定

石
庭
用
山
内
黒
川
町
川
川
口
一
川
化
法
一
、
民
党
豆
；
サ
イ
ク
ル
訴
（
伎
用
日
山
一

間
平
の
再
資
川
叱
干
に
閃
ず
る
法
律
、
宵
昨
附

V
泊

費

者

法

リ

i
罰
処
1

口
数
投

開
一
軌
や
苅
万
一
校
、
ニ
F
L
H
F
f

口
シ
、
パ
ソ
ク
品
行
、

4
4
人
山

ム入口円い却
λ
町
、
な
と
心
サ
ー
ビ
ス
恥

5
r一
右
の
山
泊
ば
粁
だ
ろ
、
〕
か

－u
一
二
七
日
公
一
引
い
｝
「
い
が
？
弘
る
ど
一
；
れ
ば
、
み
に
れ
は
こ
の
よ
う
な
日

ヤ1正 d斗 l主う！；；J試除問in

思
戸
、
に
吋
寸
ノ
ヲ
会
主
の
そ
ろ
寸
か
右
前
［
伝
言
い

J

中
口
二
以
一
、
ー
の
久
↑
条
慌
の
有
一
一
r
L
U
γ

山
費
長
い
fqfu一
一
は
の
規
定
に
山
ら
し

つ
つ
、
検
討
な
さ
L

ぃ
当
祉
の
抗
仏
ず
る
サ
l
レ
ス
ご
布
い
て
は
、
以
術
的
山
サ
l
v

ス
u
t品
川
か
ト
可
能
な
古
了
刊
！
z
b
γ
J
L
P
場
合
に
は
、
時
的
に
提

供
を
い
附
す
る
ご
ー
が
あ
り
ま
ず
じ

フJ

ら
」
札
叩
h
p
d
日
損
害
、
つ
い
て
は
貞
汗
を
負
い
ま
デ
v
刀
、
特
別
伝

午
凶
に
つ
い
て
同
日
間
汗
ふ
信
R

J

ま
せ
七
ω

山
中

i

一
駐
車
場
に
肘
市
牛
小
｝
円
到
ヰ
に
伝
』
制
さ
れ
て
い
る
均
停
に
二

し
て
は
当
引
は
州
市
首
一
日
人
討
を
ノ
け
し

k
p
！：

J

山
一
売
ー
ム
が
取
一
研
円
な
い
代
物
か
れ
川
hr打
、
二
ま
た
は
傍
棋
を
ど
ハ
ぷ
、

A
L

れ
て
J
川
慣
れ
れ
な
い
福
山
γ

が
れ
費
告
に
岐
る
効
合
に
γ
一
れ
詰
協

肯
々
i
b｝h
h
r
h
pい
ム
ず
る
ん
伏
人
沼
一

山
木
ム
ー
附
円
以
を
専
属
商
管
叫
と
ι一
令
条
市

事
業
者
よ
υら
の
解
除
要
件
ヨ
「
九
仏
円
規
J

た
い
爪
わ
ら
紙
日
押
す
る
も

G 
間

内
u
R

モ
性
問
川
阪
d
ベL
山
川
町
問
忠
戸
一
手
足
ハ
一
性
〉
、
問
の
制
白
か
円
一
検
討

J
b
z
d
L
 

vp防
療
と
法

松
山
一
」
4

5
訣
段

μ品川γ
沼
ぷ
訴
訟
f

ド
出
削
川
町
支
打
、
つ
い
て
柿

r
Tよ

（臥y、記、了） ,,, ［「ラ 3'11)1仁川日 、：OGc I i 


